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法学部に在籍する学生に対する法曹志望に関するアンケート調査結果 

 
                                                                 法 務 省 

文部科学省 

 

 

１.目的・趣旨 
  

法学部（法学系課程を含む。以下「法学部」という。）に在籍する学生を対象に志望動向等に関する意識調査を実施

し，調査を通じて得たデータを収集・分析することによって，法曹志望者の減少に関する要因等を把握し，今後の施策

の検討に活用することを目的とする。 

 

２.調査方法等 

①対象範囲 

  下記大学の法学部に在籍する学生  

②対象大学 

  令和 2 年度以降，入学者の募集を継続する法科大学院を設置する 35 大学 

1.北海道大学（【1年生】総合教育部（法学部）【2～4年生】法学部）    

2.東北大学（法学部） 

3.筑波大学（【1～2年生】社会・国際学群－社会学類 

【3～4年生】社会・国際学群－社会学類－法学主専攻） 

4.千葉大学（【1年生】法政経学部【2～4年生】法政経学部－法学コース） 

5.東京大学（【1～2年生】教養学部文科一類【3～4年生】法学部） 

6.一橋大学（法学部）    7.金沢大学（人間社会学域－法学類）  

8.名古屋大学（法学部）   9.京都大学（法学部）      10.大阪大学（法学部） 

11.神戸大学（法学部）    12.岡山大学（法学部）      13.広島大学（法学部） 

14.九州大学（法学部）    15.琉球大学（人間社会学部－国際法政学科） 

16.首都大学東京（法学部） 17.大阪市立大学（法学部）       

18.学習院大学（法学部）    19.慶應義塾大学（法学部） 20.駒澤大学（法学部） 

21.上智大学（法学部）      22.専修大学（法学部）   23.創価大学（法学部） 

24.中央大学（法学部）      25.日本大学（法学部）   26.法政大学（法学部） 

27.明治大学（法学部）      28.早稲田大学（法学部）  29.愛知大学（法学部） 

30.南山大学（法学部）      31.同志社大学（法学部）  32.立命館大学（法学部） 

33.関西大学（法学部）      34.関西学院大学（法学部）  35.福岡大学（法学部） 

 

③調査方法 

  ウェブアンケート 
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３.調査実施期間 
  

令和元年 11 月 15 日（金）～12 月 27 日（金） 

 

４. 調査結果 

＜回答率＞ 

対象者数 有効回答数 回答率 

71,232 人 5,814 人 8.2% 

＜学年別内訳＞ 

全体 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次以上 

5,814 人 2,288 人 1,328 人 1,211 人 987 人 

100.0% 39.4% 22.8% 20.8% 17.0% 

 

 

【参考】前回調査（平成 30 年 10 月 15 日～11 月 30 日実施）について 

対象範囲：下記大学の法学部に在籍する学生 

対象大学：平成 31 年度以降，入学者の募集を継続する法科大学院を設置する 36 大学 

1.北海道大学（【1年生】総合教育部（法学部）【2～4年生】法学部）    

2.東北大学（法学部） 

3.筑波大学（【1～2年生】社会・国際学群－社会学類 

【3～4年生】社会・国際学群－社会学類－法学主専攻） 

4.千葉大学（【1年生】法政経学部【2～4年生】法政経学部－法学コース） 

5.東京大学（【1～2年生】教養学部文科一類【3～4年生】法学部） 

6.一橋大学（法学部）    7.金沢大学（人間社会学域－法学類）  

8.名古屋大学（法学部）   9.京都大学（法学部）      10.大阪大学（法学部） 

11.神戸大学（法学部）    12.岡山大学（法学部）      13.広島大学（法学部） 

14.九州大学（法学部）    15.琉球大学（人間社会学部－国際法政学科） 

16.首都大学東京（法学部） 17.大阪市立大学（法学部）       

18.学習院大学（法学部）    19.慶應義塾大学（法学部） 20.駒澤大学（法学部） 

21.上智大学（法学部）      22.専修大学（法学部）   23.創価大学（法学部） 

24.中央大学（法学部）      25.日本大学（法学部）   26.法政大学（法学部） 

27.明治大学（法学部）      28.早稲田大学（法学部）  29.愛知大学（法学部） 

30.南山大学（法学部）      31.同志社大学（法学部）  32.立命館大学（法学部） 

33.関西大学（法学部）      34.関西学院大学（法学部）  35.甲南大学（法学部）  

36.福岡大学（法学部） 

 

 対象者数：75,246 人 

 有効回答数：6,739 人（回答率 9.0％） 
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【参考】前々回（平成 29 年 10 月 10 日～11 月 10 日実施）調査について 

 対象範囲：下記大学の法学部に在籍する学生  

 対象大学：平成 30 年度以降，入学者の募集を継続する法科大学院を設置する大学のうち，法学部を設置して

いる 38 大学 

1.北海道大学（【1 年生】総合教育部（法学部）【2～4年生】法学部）  

2.東北大学（法学部） 

3.筑波大学（【1～2年生】社会・国際学群－社会学類 

【3～4年生】社会・国際学群－社会学類－法学主専攻） 

4.千葉大学（【1年生】法政経学部【2～4 年生】法政経学部－法学コース） 

5.東京大学（【1～2年生】教養学部文科一類【3～4年生】法学部） 

6.一橋大学（法学部）    7.金沢大学（人間社会学域－法学類）  

8.名古屋大学（法学部）     9.京都大学（法学部）    10.大阪大学（法学部） 

11.神戸大学（法学部）     12.岡山大学（法学部）    13.広島大学（法学部） 

14.九州大学（法学部）     15.琉球大学（法文学部－総合社会システム学科－法律コース） 

16.首都大学東京（都市教養学部－都市教養学科－法学系）    17.大阪市立大学（法学部） 

18.学習院大学（法学部）    19.慶應義塾大学（法学部）    20.駒澤大学（法学部） 

21.上智大学（法学部）     22.専修大学（法学部）      23.創価大学（法学部） 

24.中央大学（法学部）     25.日本大学（法学部）      26.法政大学（法学部） 

27.明治大学（法学部）      28.早稲田大学（法学部）       29.愛知大学（法学部） 

30.南山大学（法学部）      31.同志社大学（法学部）     32.立命館大学（法学部） 

33.関西大学（法学部）   34.近畿大学（法学部）      35.関西学院大学（法学部） 

36.甲南大学（法学部）    37.西南学院大学（法学部）       38.福岡大学（法学部） 

 
 対象者数：79,801 人 

 有効回答数：9,658 人（回答率 12.1％） 
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第 １  回 答 者 の 属 性  
 

学年は「1年次」が39.4%で最も高く，年次が上がるほど低くなる傾向となっている。年齢は「19歳」が29.7%で最も高く，

「20 歳」が 22.9%，「21 歳」が 19.9%の順となっている。性別は「男性」が 54.7%，「女性」が 43.6%で男性の割合が高い。 

 

1.学年 

 
 

 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次以上 回答者数 

回答数(人) 2,288 1,328 1,211 987 5,814 

割合(%) 39.4 22.8 20.8 17.0 100.0 

 

2.年齢 

 
 

 18 歳 
以下 

19 歳 20 歳 21 歳 22 歳 23 歳 24 歳 
25 歳 
以上 

回答 

者数 

回答数(人) 608 1,726 1,332 1,156 759 151 36 46 5,814 

割合(%) 10.5 29.7 22.9 19.9 13.1 2.6 0.6 0.8 100.0 

 

3.性別 

 
 

 男性 女性 未回答 回答者数 

回答数(人) 3,180 2,533 101 5,814 

割合(%) 54.7 43.6 1.7 100.0 

1年次

39.4%

2年次

22.8%

3年次

20.8%

4年次以上

17.0%

n=5,814

18歳以下

10.5%

19歳

29.7%

20歳

22.9%

21歳

19.9%

22歳

13.1%

23歳

2.6%

24歳

0.6%

25歳以上

0.8%

n=5,814

男性

54.7%

女性

43.6%

未回答

1.7%

n=5,814
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第 ２  進 路 選 択  
 

1.将来の職業 
 

将来の職業については，「国内企業」が 29.0%で最も高く，次いで「国家公務員」，「地方公務員」がともに 17.2%で続い

ている。「法曹等※」は 16.9%で 4 番目となっている。 
※法曹(裁判官，検察官及び弁護士)のみならず，司法試験合格後法曹資格を取得せず活動する場合を含む。以下，同じ。 

【令和元年度】 

 

【平成 30 年度】 

 

【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 
 

国内企業 
外資系 

企業 

国家 

公務員 

地方 

公務員 

国 際 機 関

職員 

公益法人・

NPO 法人

職員 

法曹等 

法 曹 以 外

の 隣 接 法

律専門職 

経 営 者 ，

自営・ 

自由業 

研究者 その他 特になし 回答者数 

令和 

元年度  

1,685 230 1,000 1,001 88 39 982 189 88 90 113 309 5,814 

29.0 4.0 17.2 17.2 1.5 0.7 16.9 3.3 1.5 1.5 1.9 5.3 100.0 

平成 

30 年度  

1,974 243 1,113 1,353 112 37 1,053 184 103 96 116 355 6,739 

29.3 3.6 16.5 20.1 1.7 0.5 15.6 2.7 1.5 1.4 1.7 5.3 100.0 

平成 

29 年度 

2,653 269 1,578 2,358 132 49 1,273 240 149 121 219 617 9,658 

27.5 2.8 16.3 24.4 1.4 0.5 13.2 2.5 1.5 1.3 2.3 6.4 100.0 

国内企業

29.0%

外資系企業

4.0%

国家公務員

17.2%

地方公務員

17.2%
国際機関職員

1.5%

公益法人・

ＮＰＯ法人職員

0.7%

法曹等

16.9%

法曹以外の隣接法

律専門職

3.3%

経営者，自営・自由業

1.5%

研究者

1.5%

その他

1.9%

特になし

5.3%

n=5,814

国内企業

29.3%

外資系企業

3.6%

国家公務員

16.5%

地方公務員

20.1%国際機関職員

1.7%

公益法人・

ＮＰＯ法人職員

0.5%

法曹等

15.6%

法曹以外の

隣接法律専門職

2.7%

経営者，自営・自由業

1.5%

研究者

1.4%

その他

1.7%

特になし

5.3%

n=6,739

国内企業

27.5%

外資系企業

2.8%

国家公務員

16.3%

地方公務員

24.4%
国際機関職員

1.4%

公益法人・

ＮＰＯ法人職員

0.5%

法曹等

13.2%

法曹以外の

隣接法律専門職

2.5%

経営者，自営・自由業

1.5%

研究者

1.3%

その他

2.3%

特になし

6.4%

n=9,658
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（参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

国内企業 
外資系 

企業 

国家 

公務員 

地方 

公務員 

国 際 機 関

職員 

公益法人・

NPO 法人

職員 

法曹等 

法 曹 以 外

の 隣 接 法

律専門職 

経 営 者 ，

自営・ 

自由業 

研究者 その他 特になし 回答者数 

1 年次 
442 100 392 469 48 9 450 90 28 32 38 190 2,288 

19.3 4.4 17.1 20.5 2.1 0.4 19.7 3.9 1.2 1.4 1.7 8.3 100.0 

2 年次 
380 66 227 215 23 10 227 42 28 27 22 61 1,328 

28.6 5.0 17.1 16.2 1.7 0.8 17.1 3.2 2.1 2.0 1.7 4.6 100.0 

3 年次 
444 36 221 204 6 4 171 29 17 15 29 35 1,211 

36.7 3.0 18.2 16.8 0.5 0.3 14.1 2.4 1.4 1.2 2.4 2.9 100.0 

4 年次 

以上 

419 28 160 113 11 16 134 28 15 16 24 23 987 

42.5 2.8 16.2 11.4 1.1 1.6 13.6 2.8 1.5 1.6 2.4 2.3 100.0 

全 体 
1,685 230 1,000 1,001 88 39 982 189 88 90 113 309 5,814 

29.0 4.0 17.2 17.2 1.5 0.7 16.9 3.3 1.5 1.5 1.9 5.3 100.0 

 

  

国内企業

19.3% 外資系企業

4.4%

国家公務員

17.1%

地方公務員

20.5%

国際機関職

員

2.1%

公益法人・

ＮＰＯ法人

職員

0.4%

法曹等

19.7%

法曹以外の

隣接法律

専門職

3.9%

経営者，

自営・自由

業

1.2%

研究者

1.4%

その他

1.7% 特になし

8.3%

1年次

n=2,288

国内企業

28.6%

外資系企業

5.0%

国家公務員

17.1%

地方公務員

16.2%

国際機関職

員

1.7%

公益法人・

ＮＰＯ法人

職員

0.8%

法曹等

17.1%

法曹以外の

隣接法律

専門職

3.2%

経営者，

自営・自由

業

2.1%

研究者

2.0%

その他

1.7%
特になし

4.6%

2年次

n=1,328

国内企業

42.5%

外資系企業

2.8%
国家公務員

16.2%

地方公務員

11.4%

国際機関職

員

1.1%

公益法人・

ＮＰＯ法人

職員

1.6%

法曹等

13.6%

法曹以外の

隣接法律

専門職

2.8%

経営者，

自営・自由

業

1.5%

研究者

1.6%

その他

2.4%
特になし

2.3%

4年次以上

n=987

国内企業

36.7%

外資系企業

3.0%
国家公務員

18.2%

地方公務員

16.8%
国際機関職

員

0.5%

公益法人・

ＮＰＯ法人

職員

0.3%

法曹等

14.1%

法曹以外の

隣接法律

専門職

2.4%

経営者，

自営・自由

業

1.4%

研究者

1.2%

その他

2.4%

特になし

2.9%

3年次

n=1,211
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ】 

 

19.3%

4.4%

17.1%

20.5%

2.1%

0.4%

19.7%

3.9%

1.2%

1.4%

1.7%

8.3%

28.6%

5.0%

17.1%

16.2%

1.7%

0.8%

17.1%

3.2%

2.1%

2.0%

1.7%

4.6%

36.7%

3.0%

18.2%

16.8%

0.5%

0.3%

14.1%

2.4%

1.4%

1.2%

2.4%

2.9%

42.5%

2.8%

16.2%

11.4%

1.1%

1.6%

13.6%

2.8%

1.5%

1.6%

2.4%

2.3%

0% 25% 50%

国内企業

外資系企業

国家公務員

地方公務員

国際機関職員

公益法人・ＮＰＯ法人職員

法曹等

法曹以外の

隣接法律専門職

経営者，自営・自由業

研究者

その他

特になし

1年次(n=2,288)

2年次(n=1,328)

3年次(n=1,211)

4年次以上(n=987)
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2.職業選択に当たり重視すること(複数選択可) 
 

職業選択に当たり重視することは，「自分の興味・関心のある分野で活躍できること」が 73.6%で最も高く，次いで

「経済的に安定していること」が 60.0%で続いており，この 2 項目が過半数となっている。 

 

① 
自分の興味・関心のある分野で 

活躍できること 

 

② 経済的に安定していること 

 

③ 社会への貢献度が高いこと 

 

④ 
働き方に多くの選択肢があり，  

ワークライフバランスを実現できる

こと 

 

⑤ 
身に付けた専門的知識をいかせる

こと 

 

⑥ 高収入が期待できること 

 

⑦ 社会的地位・信用が高いこと 

 

⑧ 
仕事の内容に多くの選択肢がある

こと 

 

⑨ 国際的な分野で活躍できること 

 

⑩ その他 

 

 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

回答者数 
自分の興味・

関 心 の あ る

分 野 で 活 躍

できること 

経 済 的 に 安

定しているこ

と 

社 会 へ の 貢

献度が高いこ

と 

働き方に多く

の 選 択 肢 が

あり，ワーク

ライフバラン

スを実現でき

ること 

身 に 付 け た

専 門 的 知 識

をいかせるこ

と 

高 収 入 が 期

待できること 

社会的地位・

信用が高いこ

と 

仕 事 の 内 容

に多くの選択

肢があること 

国 際 的 な 分

野で活躍でき

ること 

その他 

令和 

元年度 

4,282 3,486 2,834 2,424 2,226 2,092 1,936 1,886 968 59 5,814 
73.6 60.0 48.7 41.7 38.3 36.0 33.3 32.4 16.6 1.0 100.0 

平成 

30 年度 

4,968 4,050 3,141 2,899 2,589 2,328 2,353 2,184 1,078 65 6,739 
73.7 60.1 46.6 43.0 38.4 34.5 34.9 32.4 16.0 1.0 100.0 

平成 

29 年度 

6,600 5,345 4,023 3,827 3,157 2,837 2,765 2,381 1,249 91 9,658 
68.3 55.3 41.7 39.6 32.7 29.4 28.6 24.7 12.9 0.9 100.0 

 

73.6%

60.0%

48.7%

41.7%

38.3%

36.0%

33.3%

32.4%

16.6%

1.0%

73.7%

60.1%

46.6%

43.0%

38.4%

34.5%

34.9%

32.4%

16.0%

1.0%

68.3%

55.3%

41.7%

39.6%

32.7%

29.4%

28.6%

24.7%

12.9%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度

（n=5,814)

平成30年度

（n=6,739)

平成29年度

（n=9,658）
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ・表】 

 

① 
自分の興味・関心のある分野で 

活躍できること 

 

② 経済的に安定していること 

 

③ 社会への貢献度が高いこと 

 

④ 
働き方に多くの選択肢があり，  

ワークライフバランスを実現できる

こと 

 

⑤ 
身に付けた専門的知識をいかせる

こと 

 

⑥ 高収入が期待できること 

 

⑦ 社会的地位・信用が高いこと 

 

⑧ 
仕事の内容に多くの選択肢がある

こと 

 

⑨ 国際的な分野で活躍できること 

 

⑩ その他 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

回答者数 
自分の興味・

関 心 の あ る

分 野 で 活 躍

できること 

経 済 的 に 安

定しているこ

と 

社 会 へ の 貢

献度が高いこ

と 

働き方に多く

の 選 択 肢 が

あり，ワーク

ライフバラン

スを実現でき

ること 

身 に 付 け た

専 門 的 知 識

をいかせるこ

と 

高 収 入 が 期

待できること 

社会的地位・

信用が高いこ

と 

仕 事 の 内 容

に多くの選択

肢があること 

国 際 的 な 分

野で活躍でき

ること 

その他 

1 年次 
1,687 1,492 1,081 903 955 918 800 678 381 19 2,288 
73.7 65.2 47.2 39.5 41.7 40.1 35.0 29.6 16.7 0.8 100.0 

2 年次 
1,019 806 610 574 507 525 443 431 251 18 1,328 
76.7 60.7 45.9 43.2 38.2 39.5 33.4 32.5 18.9 1.4 100.0 

3 年次 
850 680 621 517 409 390 393 405 173 10 1,211 
70.2 56.2 51.3 42.7 33.8 32.2 32.5 33.4 14.3 0.8 100.0 

4 年次 

以上 

726 508 522 430 355 259 300 372 163 12 987 
73.6 51.5 52.9 43.6 36.0 26.2 30.4 37.7 16.5 1.2 100.0 

全 体 
4,282 3,486 2,834 2,424 2,226 2,092 1,936 1,886 968 59 5,814 
73.6 60.0 48.7 41.7 38.3 36.0 33.3 32.4 16.6 1.0 100.0 

73.7%

65.2%

47.2%

39.5%

41.7%

40.1%

35.0%

29.6%

16.7%

0.8%

76.7%

60.7%

45.9%

43.2%

38.2%

39.5%

33.4%

32.5%

18.9%

1.4%

70.2%

56.2%

51.3%

42.7%

33.8%

32.2%

32.5%

33.4%

14.3%

0.8%

73.6%

51.5%

52.9%

43.6%

36.0%

26.2%

30.4%

37.7%

16.5%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=2,288)

2年次(n=1,328)

3年次(n=1,211)

4年次以上(n=987)
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3.法曹等の志望の状況 
 

法曹等の志望の状況については，「現在，志望している」が 14.8%，「現在，選択肢の 1 つとして考えている」が 11.3%

であり，合計 26.1%が現在志望または選択肢の 1 つとしている。なお，「現在，志望している」の割合は平成 29 年度から

毎年上昇している。これに対して「過去に志望していた」は 8.8%，「過去に選択肢の 1 つとして考えていた」が 20.8%であり

合計 29.6%が過去に志望・選択肢の 1 つとしていた。また「志望していない（選択肢の１つとして考えたこともない）」は

44.4%と 4 割を超えている。 

 
【令和元年度】 

 
 
【平成 30 年度】 

 
 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

現在，志望している 
現在，選択肢の１つ

として考えている 
過去に志望していた 

過去に選択肢の１つ

として考えていた 

志望していない 

（選択肢の１つとして

考えたこともない） 

回答者数 

令和元年度 
860 655 512 1,208 2,579 5,814 

14.8 11.3 8.8 20.8 44.4 100.0 

平成 30 年度 
882 869 600 1,456 2,932 6,739 

13.1 12.9 8.9 21.6 43.5 100.0 

平成 29 年度 
1,081 1,131 771 2,048 4,627 9,658 

11.2 11.7 8.0 21.2 47.9 100.0 

現在，志望している

14.8%

現在，選択肢の１つとして

考えている

11.3%

過去に志望していた

8.8%

過去に選択肢の

１つとして考えていた

20.8%

志望していない

（選択肢の１つとして考え

たこともない）

44.4%

n=5,814

現在，志望している

13.1%

現在，選択肢の１つ

として考えている

12.9%

過去に志望していた

8.9%

過去に選択肢の

１つとして考えていた

21.6%

志望していない

（選択肢の１つとして

考えたこともない）

43.5%

n=6,739

現在，志望している

11.2%

現在，選択肢の１つ

として考えている

11.7%

過去に志望していた

8.0%

過去に選択肢の

１つとして考えていた

21.2%

志望していない

（選択肢の１つとして

考えたこともない）

47.9%

n=9,658
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（参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

現在，志望している 
現在，選択肢の１つ

として考えている 
過去に志望していた 

過去に選択肢の１つ

として考えていた 

志望していない 

（選択肢の１つとして

考えたこともない） 

回答者数 

1 年次 
361 447 165 415 900 2,288 

15.8 19.5 7.2 18.1 39.3 100.0 

2 年次 
196 139 114 292 587 1,328 

14.8 10.5 8.6 22.0 44.2 100.0 

3 年次 
164 39 128 271 609 1,211 

13.5 3.2 10.6 22.4 50.3 100.0 

4 年次以上 
139 30 105 230 483 987 

14.1 3.0 10.6 23.3 48.9 100.0 

全 体 
860 655 512 1,208 2,579 5,814 

14.8 11.3 8.8 20.8 44.4 100.0 

 

 

  

現在，

志望している

15.8%

現在，選択肢

の１つとして

考えている

19.5%

過去に

志望していた

7.2%
過去に

選択肢の１つ

として考えて

いた

18.1%

志望して

いない

（選択肢の１つ

として考えた

こともない）

39.3%

1年次

n=2,288

現在，

志望している

14.8%

現在，選択肢

の１つとして

考えている

10.5%

過去に

志望していた

8.6%

過去に

選択肢の１つ

として考えて

いた

22.0%

志望して

いない

（選択肢の１つ

として考えた

こともない）

44.2%

2年次

n=1,328

現在，

志望している

14.1%

現在，選択肢

の１つとして

考えている

3.0%

過去に

志望していた

10.6%

過去に

選択肢の１つ

として考えて

いた

23.3%

志望して

いない

（選択肢の１つ

として考えた

こともない）

48.9%

4年次以上

n=987

現在，

志望している

13.5%
現在，選択肢

の１つとして

考えている

3.2%

過去に

志望していた

10.6%

過去に

選択肢の１つ

として考えて

いた

22.4%

志望して

いない

（選択肢の１つ

として考えた

こともない）

50.3%

3年次

n=1,211
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第 ３  法 曹 等 志 望 の 時 期 ・ 進 路 ・ 契 機 ， 法 曹 等 の 魅 力 等  
 

1.法曹等を志望した時期 

(1)現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が，法曹等を志望した時期は「高校生」が 38.3%，

次いで「大学生」が 35.1%でほぼ同じ割合で高く，「中学生以前」は 25.9%となっている。 

 

 【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
 【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 中学生以前 高校生 大学生 その他 回答者数 

令和元年度 
393 580 532 10 1,515 

25.9 38.3 35.1 0.7 100.0 

平成 30 年度 
456 630 651 14 1,751 

26.0 36.0 37.2 0.8 100.0 

平成 29 年度 
595 797 794 26 2,212 

26.9 36.0 35.9 1.2 100.0 

中学生

以前

25.9%

高校生

38.3%

大学生

35.1%

その他

0.7%

n=1,515

中学生

以前

26.0%

高校生

36.0%

大学生

37.2%

その他

0.8%

n=1,751

中学生

以前

26.9%

高校生

36.0%

大学生

35.9%

その他

1.2%

n=2,212
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(2)過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生が，法曹等を志望した時期は「高校生」が

48.0%で最も高く，次いで「中学生以前」が 28.7%となっている。現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生と比較する

と，高校生の割合が 9.7 ポイント高く，「大学生」の割合が 12.3 ポイント低くなっている。 

 【令和元年度】 

 
  

【平成 30 年度】 

 
 

【平成 29 年度】 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 中学生以前 高校生 大学生 その他 回答者数 

令和元年度 
494 825 392 9 1,720 

28.7 48.0 22.8 0.5 100.0 

平成 30 年度 
569 930 548 9 2,056 

27.7 45.2 26.7 0.4 100.0 

平成 29 年度 
820 1,317 668 14 2,819 

29.1 46.7 23.7 0.5 100.0 

  

中学生以前

28.7%

高校生

48.0%

大学生

22.8%

その他

0.5%

n=1,720

中学生以前

27.7%

高校生

45.2%

大学生

26.7%

その他

0.4%

n=2,056

中学生以前

29.1%

高校生

46.7%

大学生

23.7%

その他

0.5%

n=2,819
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2.法曹等としての進路（複数選択可） 

(1)現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が志望する進路は，「弁護士」が 65.4%で最も高く，

過半数となっている。次いで「検察官」が 35.4%，「裁判官」は 27.7%である。なお「まだ決めていない」も 13.5%と 1 割を超え

ている。 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 弁護士 検察官 裁判官 まだ決めていない その他 回答者数 

令和元年度 
991 537 419 204 48 1,515 
65.4 35.4 27.7 13.5 3.2 100.0 

平成 30 年度 
1,152 637 459 247 67 1,751 
65.8 36.4 26.2 14.1 3.8 100.0 

平成 29 年度 
1,282 770 530 383 104 2,212 
58.0 34.8 24.0 17.3 4.7 100.0 

 

(2)過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生が志望していた進路は，「弁護士」が 55.6%で最

も高く，次いで「検察官」が 41.3%，「裁判官」が 24.3%，「まだ決めていなかった」が 10.5%となっている。 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 
弁護士 検察官 裁判官 

まだ決めていなか

った 
その他 回答者数 

令和元年度 
956 710 418 181 36 1,720 
55.6 41.3 24.3 10.5 2.1 100.0 

平成 30 年度 
1,131 816 520 238 61 2,056 
55.0 39.7 25.3 11.6 3.0 100.0 

平成 29 年度 
1,344 1,129 598 450 82 2,819 
47.7 40.0 21.2 16.0 2.9 100.0 

  

65.4%

35.4%

27.7%

13.5%

3.2%

65.8%

36.4%

26.2%

14.1%

3.8%

58.0%

34.8%

24.0%

17.3%

4.7%

0% 25% 50% 75%

弁護士

検察官

裁判官

まだ決めていない

その他

令和元年度

（n=1,515）

平成30年度

（n=1,751）

平成29年度

（n=2,212）

55.6%

41.3%

24.3%

10.5%

2.1%

55.0%

39.7%

25.3%

11.6%

3.0%

47.7%

40.0%

21.2%

16.0%

2.9%

0% 25% 50% 75%

弁護士

検察官

裁判官

まだ決めていなかった

その他

令和元年度

（n=1,720）

平成30年度

（n=2,056）

平成29年度

（n=2,819）
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3.法曹等志望の契機（複数選択可） 

(1)現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生の法曹等志望の契機は，「法律に興味があり，法

律に関する専門的知識を使った仕事をしたいと思ったから」が 65.7%で最も高く，唯一過半数となっている。次いで「社会

的弱者や困った人を助けるなど，人に役立つ仕事をしたいと思ったから」が 42.0%，「テレビやドラマ等を見て法曹等に憧

れを持ったから」が 33.5%となっている。 

 

① 
法律に興味があり，法律に関する専門

的知識を使った仕事をしたいと思った

から 

 

② 
社会的弱者や困った人を助けるなど，

人に役立つ仕事をしたいと思ったから  

 

③ 
テレビやドラマ等を見て法曹等に憧れ

を持ったから  

 

④ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現

に興味や関心を持ったから  

 

⑤ 
周り又は身内にいる法曹等の話を聞い

たり，その姿を見たりして，興味や関心

を持ったから  

 

⑥ 
国際的な分野も含め，多様な分野で 

活躍できると思ったから  

 

⑦ 
周りの友人や先輩等が司法試験や  

司 法 試 験予 備 試験 を 受験 して い る  

（いた）から  

 

⑧ その他  

 

⑨ 特になし  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

回答者数 

法 律 に 興 味
があり，法律
に 関 す る 専
門 的 知 識 を
使った仕事を
したいと思っ
たから  

社 会 的 弱 者
や困った人を
助けるなど，
人 に 役 立 つ
仕事をしたい
と思ったから  

テレビやドラ
マ 等 を 見 て
法 曹 等 に 憧
れを持ったか
ら  

基 本 的 人 権
の 擁 護 や 社
会 正 義 の 実
現 に 興 味 や
関心を持った
から  

周 り 又 は 身
内 に い る 法
曹 等 の 話 を
聞いたり，そ
の姿を見たり
して，興味や
関心を持った
から  

国 際 的 な 分
野も含め，多
様 な 分 野 で
活躍できると
思ったから  

周 り の 友 人
や 先 輩 等 が
司 法 試 験 や
司 法 試 験 予
備 試 験 を 受
験 し て い る
（いた）から  

その他  特になし  

令和 

元年度 

995 636 507 384 336 260 165 76 27 1,515 

65.7 42.0 33.5 25.3 22.2 17.2 10.9 5.0 1.8 100.0 

平成 

30 年度 

1,196 715 605 468 394 316 164 80 36 1,751 

68.3 40.8 34.6 26.7 22.5 18.0 9.4 4.6 2.1 100.0 

平成 

29 年度 

1,471 844 692 484 426 349 197 99 76 2,212 

66.5 38.2 31.3 21.9 19.3 15.8 8.9 4.5 3.4 100.0 

65.7%

42.0%

33.5%

25.3%

22.2%

17.2%

10.9%

5.0%

1.8%

68.3%

40.8%

34.6%

26.7%

22.5%

18.0%

9.4%

4.6%

2.1%

66.5%

38.2%

31.3%

21.9%

19.3%

15.8%

8.9%

4.5%

3.4%

0% 25% 50% 75%

令和元年度

（n=1,515）

平成30年度

（n=1,751）

平成29年度

（n=2,212）
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ・表】 

① 
法律に興味があり，法律に関する専門

的知識を使った仕事をしたいと思った 

から  

 

② 
社会的弱者や困った人を助けるなど， 

人に役立つ仕事をしたいと思ったから  

 

③ 
テレビやドラマ等を見て法曹等に憧れを

持ったから  

 

④ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現に

興味や関心を持ったから  

 

⑤ 
周り又は身内にいる法曹等の話を聞い

たり，その姿を見たりして，興味や関心を

持ったから  

 

⑥ 
国際的な分野も含め，多様な分野で  

活躍できると思ったから  

 

⑦ 
周りの友人や先輩等が司法試験や司法

試験予備試験を受験している（いた）  

から  

 

⑧ その他  

 

⑨ 特になし  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

回答者数 

法 律 に 興 味
があり，法律
に 関 す る 専
門 的 知 識 を
使った仕事を
したいと思っ
たから  

社 会 的 弱 者
や困った人を
助けるなど，
人 に 役 立 つ
仕事をしたい
と思ったから 

テレビやドラ
マ 等 を 見 て
法 曹 等 に 憧
れを持ったか
ら 

基 本 的 人 権
の 擁 護 や 社
会 正 義 の 実
現 に 興 味 や
関心を持った
から  

周 り 又 は 身
内 に い る 法
曹 等 の 話 を
聞いたり，そ
の姿を見たり
して，興味や
関心を持った
から  

国 際 的 な 分
野も含め，多
様 な 分 野 で
活躍できると
思ったから  

周 り の 友 人
や 先 輩 等 が
司 法 試 験 や
司 法 試 験 予
備 試 験 を 受
験 し て い る
（いた）から  

その他  特になし  

1 年次 
509 325 282 198 179 140 80 38 16 808 

63.0 40.2 34.9 24.5 22.2 17.3 9.9 4.7 2.0 100.0 

2 年次 
237 144 115 95 64 60 33 15 5 335 

70.7 43.0 34.3 28.4 19.1 17.9 9.9 4.5 1.5 100.0 

3 年次 
141 84 70 50 54 33 23 11 4 203 

69.5 41.4 34.5 24.6 26.6 16.3 11.3 5.4 2.0 100.0 

4 年次 

以上 

108 83 40 41 39 27 29 12 2 169 

63.9 49.1 23.7 24.3 23.1 16.0 17.2 7.1 1.2 100.0 

全 体 
995 636 507 384 336 260 165 76 27 1,515 

65.7 42.0 33.5 25.3 22.2 17.2 10.9 5.0 1.8 100.0 

63.0%

40.2%

34.9%

24.5%

22.2%

17.3%

9.9%

4.7%

2.0%

70.7%

43.0%

34.3%

28.4%

19.1%

17.9%

9.9%

4.5%

1.5%

69.5%

41.4%

34.5%

24.6%

26.6%

16.3%

11.3%

5.4%

2.0%

63.9%

49.1%

23.7%

24.3%

23.1%

16.0%

17.2%

7.1%

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=808)

2年次(n=335)

3年次(n=203)

4年次以上(n=169)
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(2)過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生の法曹等志望の契機は，「法律に興味があり，

法律に関する専門的知識を使った仕事をしたいと思ったから」が 57.6%で最も高く，過半数である。次いで「テレビやドラ

マ等を見て法曹等に憧れを持ったから」が 42.0%，「社会的弱者や困った人を助けるなど，人に役立つ仕事をしたいと思

ったから」が 36.5%となっている。 

 

① 
法律に興味があり，法律に関する  

専門的知識を使った仕事をしたいと 

思ったから  

 

② 
テレビやドラマ等を見て法曹等に憧れ

を持ったから  

 

③ 
社会的弱者や困った人を助けるなど，

人に役立つ仕事をしたいと思ったから  

 

④ 
基本的人権の擁護や社会正義の  

実現に興味や関心を持ったから  

 

⑤ 
周り又は身内にいる法曹等の話を 

聞いたり，その姿を見たりして，興味

や関心を持ったから  

 

⑥ 
国際的な分野も含め，多様な分野で

活躍できると思ったから  

 

⑦ 
周りの友人や先輩等が司法試験や 

司法試験予備試験を受験している 

（いた）から  

 

⑧ その他  

 

⑨ 特になし  

 

 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

回答者数 

法 律 に 興 味

があり，法律

に 関 す る 専

門 的 知 識 を

使った仕事を

したいと思っ

たから  

テレビやドラ

マ 等 を 見 て

法 曹 等 に 憧

れを持ったか

ら 

 

社 会 的 弱 者

や困った人を

助けるなど，

人 に 役 立 つ

仕事をしたい

と思ったから  

基 本 的 人 権

の 擁 護 や 社

会 正 義 の 実

現 に 興 味 や

関心を持った

から  

周 り 又 は 身

内 に い る 法

曹 等 の 話 を

聞いたり，そ

の姿を見たり

して，興味や

関心を持った

から  

国 際 的 な 分

野も含め，多

様 な 分 野 で

活躍できると

思ったから  

周 り の 友 人

や 先 輩 等 が

司 法 試 験 や

司 法 試 験 予

備 試 験 を 受

験 し て い る

（いた）から  

その他  特になし  

令和 

元年度 

991 722 628 354 252 158 101 52 33 1,720 

57.6 42.0 36.5 20.6 14.7 9.2 5.9 3.0 1.9 100.0 

平成 

30 年度 

1,187 874 758 436 299 188 101 53 48 2,056 

57.7 42.5 36.9 21.2 14.5 9.1 4.9 2.6 2.3 100.0 

平成 

29 年度 

1,543 1,097 970 482 305 204 135 78 76 2,819 

54.7 38.9 34.4 17.1 10.8 7.2 4.8 2.8 2.7 100.0 

  

57.6%

42.0%

36.5%

20.6%

14.7%

9.2%

5.9%

3.0%

1.9%

57.7%

42.5%

36.9%

21.2%

14.5%

9.1%

4.9%

2.6%

2.3%

54.7%

38.9%

34.4%

17.1%

10.8%

7.2%

4.8%

2.8%

2.7%

0% 25% 50% 75%

令和元年度

（n=1,720）

平成30年度

（n=2,056）

平成29年度

（n=2,819）
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ・表】 

① 
法律に興味があり，法律に関する専門

的知識を使った仕事をしたいと思った 

から  

 

② 
テレビやドラマ等を見て法曹等に憧れを

持ったから  

 

③ 
社会的弱者や困った人を助けるなど， 

人に役立つ仕事をしたいと思ったから  

 

④ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現に

興味や関心を持ったから  

 

⑤ 
周り又は身内にいる法曹等の話を聞い

たり，その姿を見たりして，興味や関心を

持ったから  

 

⑥ 
国際的な分野も含め，多様な分野で  

活躍できると思ったから  

 

⑦ 
周りの友人や先輩等が司法試験や司法

試験予備試験を受験している（いた）  

から  

 

⑧ その他  

 

⑨ 特になし  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

回答者数 

法 律 に 興 味

があり，法律

に 関 す る 専

門 的 知 識 を

使った仕事を

したいと思っ

たから  

テレビやドラ

マ 等 を 見 て

法 曹 等 に 憧

れを持ったか

ら 

 

社 会 的 弱 者

や困った人を

助けるなど，

人 に 役 立 つ

仕事をしたい

と思ったから  

基 本 的 人 権

の 擁 護 や 社

会 正 義 の 実

現 に 興 味 や

関心を持った

から  

周 り 又 は 身

内 に い る 法

曹 等 の 話 を

聞いたり，そ

の姿を見たり

して，興味や

関心を持った

から  

国 際 的 な 分

野も含め，多

様 な 分 野 で

活躍できると

思ったから  

周 り の 友 人

や 先 輩 等 が

司 法 試 験 や

司 法 試 験 予

備 試 験 を 受

験 し て い る

（いた）から  

その他  特になし  

1 年次 
319 251 185 116 76 59 19 20 13 580 
55.0 43.3 31.9 20.0 13.1 10.2 3.3 3.4 2.2 100.0 

2 年次 
227 174 144 76 67 33 25 13 10 406 
55.9 42.9 35.5 18.7 16.5 8.1 6.2 3.2 2.5 100.0 

3 年次 
227 168 159 81 66 32 28 12 7 399 
56.9 42.1 39.8 20.3 16.5 8.0 7.0 3.0 1.8 100.0 

4 年次 

以上 

218 129 140 81 43 34 29 7 3 335 
65.1 38.5 41.8 24.2 12.8 10.1 8.7 2.1 0.9 100.0 

全 体 
991 722 628 354 252 158 101 52 33 1,720 
57.6 42.0 36.5 20.6 14.7 9.2 5.9 3.0 1.9 100.0 

 

55.0%

43.3%

31.9%

20.0%

13.1%

10.2%

3.3%

3.4%

2.2%

55.9%

42.9%

35.5%

18.7%

16.5%

8.1%

6.2%

3.2%

2.5%

56.9%

42.1%

39.8%

20.3%

16.5%

8.0%

7.0%

3.0%

1.8%

65.1%

38.5%

41.8%

24.2%

12.8%

10.1%

8.7%

2.1%

0.9%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=580)

2年次(n=406)

3年次(n=399)

4年次以上(n=335)
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4.法曹等の魅力（複数選択可） 

(1)現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生では，法曹等の魅力については，「法律に関する専

門的知識を使った仕事ができるところ」が 70.5%で最も高く，次いで「社会的地位・信用が高いところ」が 49.0%，「社会的弱

者や困っている人を助けることができるところ」が 48.5%，「高収入が期待できるところ」が 45.2%となっている。 

 

① 
法律に関する専門的知識を使った仕事

ができるところ  

 

② 社会的地位・信用が高いところ  

 

③ 
社会的弱者や困っている人を助けるこ

とができるところ 

 

④ 高収入が期待できるところ  

 

⑤ 経済的に安定しているところ 

 

⑥ 
仕事の内容に多くの選択肢があり， 

自由度が高いところ 

 

⑦ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現

に寄与できるところ 

 

⑧ 
働き方に多くの選択肢があり，ワークラ

イフバランスを実現できるところ  

 

⑨ 
国際的な分野も含め，多様な分野で 

活躍できるところ   

 

⑩ その他  

 

⑪ 特になし  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

回答者数 

法律に関す

る専門的知

識を使った

仕事ができ

るところ  

社 会 的 地

位・信用が

高いところ 

社 会 的 弱

者や困って

いる人を助

け る こ とが

で き る と こ

ろ 

高収入が期

待 で き る と

ころ  

経済的に安

定している

ところ  

仕事の内容

に多くの選

択 肢 が あ

り， 自 由 度

が高いとこ

ろ  

基 本 的 人

権 の 擁 護

や 社 会 正

義の実現に

寄与できる

ところ  

働き方に多

くの選択肢

が あ り ， ワ

ー ク ラ イ フ

バラ ン スを

実現できる

ところ 

国際的な分

野も含め，

多様な分野

で活躍でき

るところ   

その他  特になし  

令和 

元年度 

1,068 743 735 685 593 573 518 305 292 13 13 1,515 

70.5 49.0 48.5 45.2 39.1 37.8 34.2 20.1 19.3 0.9 0.9 100.0 

平成 

30 年度 

1,246 877 843 753 587 617 602 336 333 10 19 1,751 

71.2 50.1 48.1 43.0 33.5 35.2 34.4 19.2 19.0 0.6 1.1 100.0 

平成 

29 年度 

1,450 972 1,039 840 622 741 635 427 397 21 38 2,212 

65.6 43.9 47.0 38.0 28.1 33.5 28.7 19.3 17.9 0.9 1.7 100.0 

70.5%

49.0%

48.5%

45.2%

39.1%

37.8%

34.2%

20.1%

19.3%

0.9%

0.9%

71.2%

50.1%

48.1%

43.0%

33.5%

35.2%

34.4%

19.2%

19.0%

0.6%

1.1%

65.6%

43.9%

47.0%

38.0%

28.1%

33.5%

28.7%

19.3%

17.9%

0.9%

1.7%

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度（n=1,515）

平成30年度（n=1,751）

平成29年度（n=2,212)
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ・表】 

① 
法律に関する専門的知識を使った仕事

ができるところ  

 

② 社会的地位・信用が高いところ  

 

③ 
社会的弱者や困っている人を助けるこ

とができるところ  

 

④ 高収入が期待できるところ  

 

⑤ 経済的に安定しているところ 

 

⑥ 
仕事の内容に多くの選択肢があり，自由

度が高いところ  

 

⑦ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現に

寄与できるところ 

 

⑧ 
働き方に多くの選択肢があり，ワークラ

イフバランスを実現できるところ 

 

⑨ 
国際的な分野も含め，多様な分野で  

活躍できるところ   

 

⑩ その他  

 

⑪ 特になし  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

回答者数 

法律に関す

る専門的知

識を使った

仕事ができ

るところ  

社 会 的 地

位・信用が

高いところ 

社 会 的 弱

者や困って

いる人を助

け る こ とが

で き る と こ

ろ 

高収入が期

待 で き る と

ころ  

経済的に安

定している

ところ  

仕事の内容

に多くの選

択 肢 が あ

り， 自 由 度

が高いとこ

ろ  

基 本 的 人

権 の 擁 護

や 社 会 正

義の実現に

寄与できる

ところ  

働き方に多

くの選択肢

が あ り ， ワ

ー ク ラ イ フ

バラ ン スを

実現できる

ところ 

国際的な分

野も含め，

多様な分野

で活躍でき

るところ   

その他  特になし  

1 年次 
544 393 394 352 331 267 274 138 154 8 8 808 

67.3 48.6 48.8 43.6 41.0 33.0 33.9 17.1 19.1 1.0 1.0 100.0 

2 年次 
242 173 161 155 140 119 129 78 66 2 4 335 

72.2 51.6 48.1 46.3 41.8 35.5 38.5 23.3 19.7 0.6 1.2 100.0 

3 年次 
157 97 90 103 68 103 59 42 38 1 1 203 

77.3 47.8 44.3 50.7 33.5 50.7 29.1 20.7 18.7 0.5 0.5 100.0 

4 年次 

以上 

125 80 90 75 54 84 56 47 34 2 0 169 

74.0 47.3 53.3 44.4 32.0 49.7 33.1 27.8 20.1 1.2 0.0 100.0 

全 体 
1,068 743 735 685 593 573 518 305 292 13 13 1,515 

70.5 49.0 48.5 45.2 39.1 37.8 34.2 20.1 19.3 0.9 0.9 100.0 

67.3%

48.6%

48.8%

43.6%

41.0%

33.0%

33.9%

17.1%

19.1%

1.0%

1.0%

72.2%

51.6%

48.1%

46.3%

41.8%

35.5%

38.5%

23.3%

19.7%

0.6%

1.2%

77.3%

47.8%

44.3%

50.7%

33.5%

50.7%

29.1%

20.7%

18.7%

0.5%

0.5%

74.0%

47.3%

53.3%

44.4%

32.0%

49.7%

33.1%

27.8%

20.1%

1.2%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=808)

2年次(n=335)

3年次(n=203)

4年次以上(n=169)
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(2)過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生では，法曹等の魅力については，「法律に関す

る専門的知識を使った仕事ができるところ」が 57.4%で最も高く，「社会的弱者や困っている人を助けることができるとこ

ろ」も 50.5%で過半数となっている。これに，「社会的地位・信用が高いところ」が 44.6%，「高収入が期待できるところ」が

38.2%で続いている。 

 

① 
法律に関する専門的知識を使った仕事

ができるところ 

 

② 
社会的弱者や困っている人を助けるこ

とができるところ 

 

③ 社会的地位・信用が高いところ 

 

④ 高収入が期待できるところ 

 

⑤ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現

に寄与できるところ 

 

⑥ 経済的に安定しているところ 

 

⑦ 
仕事の内容に多くの選択肢があり， 

自由度が高いところ 

 

⑧ 
国際的な分野も含め，多様な分野で 

活躍できるところ 

 

⑨ 
働き方に多くの選択肢があり，ワークラ

イフバランスが実現できるところ 

 

⑩ その他 

 

⑪ 特になし 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

回答者数 

法 律 に 関

す る 専 門

的 知 識 を

使 っ た 仕

事 が で き

るところ 

社会 的弱

者 や 困 っ

て い る 人

を 助 け る

ことができ

るところ 

社会 的地

位 ・ 信 用

が 高 い と

ころ 

高収 入が

期 待 で き

るところ 

基本 的人

権の 擁護

や社 会正

義の 実現

に 寄 与 で

きるところ 

経 済 的 に

安 定 し て

いるところ 

仕事 の内

容 に 多 く

の選 択肢

があり，自

由度 が高

いところ 

国 際 的 な

分 野 も 含

め ， 多 様

な 分 野 で

活 躍 で き

るところ 

働 き 方 に

多 く の 選

択 肢 が あ

り，ワーク

ライフバラ

ン ス が 実

現できると

ころ 

その他 特になし 

令和 

元年度 

988 868 767 657 525 367 223 186 115 6 20 1,720 

57.4 50.5 44.6 38.2 30.5 21.3 13.0 10.8 6.7 0.3 1.2 100.0 

平成 

30 年度 

1,219 1,010 947 722 643 410 272 208 148 10 29 2,056 

59.3 49.1 46.1 35.1 31.3 19.9 13.2 10.1 7.2 0.5 1.4 100.0 

平成 

29 年度 

1,533 1,394 1,093 888 738 491 373 264 206 12 59 2,819 

54.4 49.5 38.8 31.5 26.2 17.4 13.2 9.4 7.3 0.4 2.1 100.0 

57.4%

50.5%

44.6%

38.2%

30.5%

21.3%

13.0%

10.8%

6.7%

0.3%

1.2%

59.3%

49.1%

46.1%

35.1%

31.3%

19.9%

13.2%

10.1%

7.2%

0.5%

1.4%

54.4%

49.5%

38.8%

31.5%

26.2%

17.4%

13.2%

9.4%

7.3%

0.4%

2.1%

0% 25% 50% 75%

令和元年度（n=1,720）

平成30年度（n=2,056）

平成29年度（n=2,819）
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ・表】 

① 
法律に関する専門的知識を使った仕事

ができるところ 

 

② 
社会的弱者や困っている人を助けること

ができるところ 

 

③ 社会的地位・信用が高いところ 

 

④ 高収入が期待できるところ 

 

⑤ 
基本的人権の擁護や社会正義の実現に

寄与できるところ 

 

⑥ 経済的に安定しているところ 

 

⑦ 
仕事の内容に多くの選択肢があり，自由

度が高いところ 

 

⑧ 
国際的な分野も含め，多様な分野で  

活躍できるところ 

 

⑨ 
働き方に多くの選択肢があり，ワークラ

イフバランスが実現できるところ 

 

⑩ その他 

 

⑪ 特になし 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

回答者数 

法 律 に 関

す る 専 門

的 知 識 を

使 っ た 仕

事 が で き

るところ 

社会 的弱

者 や 困 っ

て い る 人

を 助 け る

ことができ

るところ 

社会的 地

位 ・ 信 用

が 高 い と

ころ 

高収 入が

期 待 で き

るところ 

基本的 人

権の擁 護

や社会 正

義の実 現

に 寄 与 で

きるところ 

経 済 的 に

安 定 し て

いるところ 

仕事の 内

容 に 多 く

の選択 肢

があり，自

由度が 高

いところ 

国 際 的 な

分 野 も 含

め ， 多 様

な 分 野 で

活 躍 で き

るところ 

働 き 方 に

多 く の 選

択 肢 が あ

り，ワーク

ライフバラ

ン ス が 実

現できると

ころ 

その他 特になし 

1 年次 
305 274 259 232 171 150 55 63 32 3 10 580 

52.6 47.2 44.7 40.0 29.5 25.9 9.5 10.9 5.5 0.5 1.7 100.0 

2 年次 
224 197 197 178 122 96 59 35 34 1 5 406 

55.2 48.5 48.5 43.8 30.0 23.6 14.5 8.6 8.4 0.2 1.2 100.0 

3 年次 
250 212 177 150 113 72 54 44 22 0 3 399 

62.7 53.1 44.4 37.6 28.3 18.0 13.5 11.0 5.5 0.0 0.8 100.0 

4 年次 

以上 

209 185 134 97 119 49 55 44 27 2 2 335 

62.4 55.2 40.0 29.0 35.5 14.6 16.4 13.1 8.1 0.6 0.6 100.0 

全 体 
988 868 767 657 525 367 223 186 115 6 20 1,720 

57.4 50.5 44.6 38.2 30.5 21.3 13.0 10.8 6.7 0.3 1.2 100.0 

52.6%

47.2%

44.7%

40.0%

29.5%

25.9%

9.5%

10.9%

5.5%

0.5%

1.7%

55.2%

48.5%

48.5%

43.8%

30.0%

23.6%

14.5%

8.6%

8.4%

0.2%

1.2%

62.7%

53.1%

44.4%

37.6%

28.3%

18.0%

13.5%

11.0%

5.5%

0.0%

0.8%

62.4%

55.2%

40.0%

29.0%

35.5%

14.6%

16.4%

13.1%

8.1%

0.6%

0.6%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=580)

2年次(n=406)

3年次(n=399)

4年次以上(n=335)
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5.法曹有資格者の活動領域の拡大 

(1)法曹等の活動領域が拡大していることに対する現状認識 

ア.現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の1つとして考えている学生では，「少し知っている」が58.2%，「よく知って

いる」が 29.7%で 8 割以上が知っている。なお，「知らない」の割合は平成 29 年度から毎年減少している。 

 【令和元年度】 

 
 【平成 30 年度】 

 
 【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 よく知っている 少し知っている 知らない 回答者数 

令和元年度 
450 882 183 1,515 

29.7 58.2 12.1 100.0 

平成 30 年度 
545 951 255 1,751 

31.1 54.3 14.6 100.0 

平成 29 年度 
602 1,232 378 2,212 

27.2 55.7 17.1 100.0 

よく知っている

29.7%

少し知っている

58.2%

知らない

12.1%

n=1,515

よく知っている

31.1%

少し知っている

54.3%

知らない

14.6%

n=1,751

よく知っている

27.2%

少し知っている

55.7%

知らない

17.1%

n=2,212
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イ.過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生では，「少し知っている」が 54.0%，「よく知っ

ている」が 20.4%となっている。「よく知っている」は現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生から 10 ポイント程

度低くなっている。なお，「知らない」の割合は平成 29 年度から毎年減少している。 

 

 【令和元年度】 

 
 【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 よく知っている 少し知っている 知らない 回答者数 

令和元年度 
351 928 441 1,720 

20.4 54.0 25.6 100.0 

平成 30 年度 
390 1,135 531 2,056 

19.0 55.2 25.8 100.0 

平成 29 年度 
490 1,567 762 2,819 

17.4 55.6 27.0 100.0 

  

よく知っている

20.4%

少し知っている

54.0%

知らない

25.6%

n=1,720

よく知っている

19.0%

少し知っている

55.2%

知らない

25.8%

n=2,056

よく知っている

17.4%

少し知っている

55.6%

知らない

27.0%

n=2,819
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ウ.法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生 

法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生では，「知らない」が 46.0%で最も高く，次いで「少し知っている」

が 41.4%で，「よく知っている」が 12.6%となっている。なお，「知らない」の割合は平成 29 年度から毎年減少してい

る。 

 

 【令和元年度】 

 
 【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 よく知っている 少し知っている 知らない 回答者数 

令和元年度 
325 1,067 1,187 2,579 

12.6 41.4 46.0 100.0 

平成 30 年度 
350 1,210 1,372 2,932 

11.9 41.3 46.8 100.0 

平成 29 年度 
406 1,921 2,300 4,627 

8.8 41.5 49.7 100.0 

  

よく知っている

12.6%

少し知ってい

る

41.4%

知らない

46.0%

n=2,579

よく知っている

11.9%

少し知ってい

る

41.3%

知らない

46.8%

n=2,932

よく知っている

8.8%

少し知って

いる

41.5%

知らない

49.7%

n＝4,627
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(2)法曹等の活動領域が拡大している分野（海外，企業，国・自治体等）で働くことに対する興味・関心の有無 

ア.現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が，法曹等の活動領域が拡大している分野

で働くことについては，「少し興味・関心がある」が 44.1%，「興味・関心がある」が 39.2%である。「興味・関心はない」

は 16.7%となっている。 
 

 【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 興味・関心がある 少し興味・関心がある 興味・関心はない 回答者数 

令和元年度 
594 668 253 1,515 

39.2 44.1 16.7 100.0 

平成 30 年度 
724 746 281 1,751 

41.3 42.6 16.0 100.0 

平成 29 年度 
904 987 321 2,212 

40.9 44.6 14.5 100.0 

興味・関心が

ある

39.2%少し興味・

関心がある

44.1%

興味・関心はない

16.7%

n=1,515

興味・関心が

ある

41.3%
少し興味・

関心がある

42.6%

興味・関心はない

16.0%

n=1,751

興味・関心が

ある

40.9%
少し興味・

関心がある

44.6%

興味・関心はない

14.5%

n=2,212
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イ.過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生では，「少し興味・関心がある」が 42.8%，

「興味・関心がある」が 30.2%である。「興味・関心はない」は 26.9%となっている。 

 

 【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 興味・関心がある 少し興味・関心がある 興味・関心はない 回答者数 

令和元年度 
520 737 463 1,720 

30.2 42.8 26.9 100.0 

平成 30 年度 
665 892 499 2,056 

32.3 43.4 24.3 100.0 

平成 29 年度 
845 1,318 656 2,819 

30.0 46.8 23.3 100.0 

 

  

興味・関心がある

30.2%

少し興味・関心が

ある

42.8%

興味・関心はない

26.9%

n=1,720

興味・関心がある

32.3%

少し興味・関心が

ある

43.4%

興味・関心はない

24.3%

n=2,056

興味・関心がある

30.0%

少し興味・関心が

ある

46.8%

興味・関心はない

23.3%

n=2,819
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ウ.法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生 

法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生では，「興味・関心はない」が 47.7%，「少し興味・関心がある」

が 30.3%，「興味・関心がある」が 22.0%となっている。 

 

 【令和元年度】 

 
 【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 興味・関心がある 少し興味・関心がある 興味・関心はない 回答者数 

令和元年度 
567 781 1,231 2,579 

22.0 30.3 47.7 100.0 

平成 30 年度 
714 992 1,226 2,932 

24.4 33.8 41.8 100.0 

平成 29 年度 
1,000 1,671 1,956 4,627 

21.6 36.1 42.3 100.0 

 

  

興味・関心がある

22.0%

少し興味・

関心がある

30.3%

興味・関心は

ない

47.7%

n=2,579

興味・関心がある

24.4%

少し興味・

関心がある

33.8%

興味・関心は

ない

41.8%

n=2,932

興味・関心がある

21.6%

少し興味・

関心がある

36.1%

興味・関心は

ない

42.3%

n=4,627
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(3)法曹等の活動領域が拡大している分野のうち興味・関心がある分野（複数選択可） 

ア.現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が，法曹等の活動領域が拡大している分野

のうち興味・関心がある分野は，「企業内弁護士」と「中央省庁等の国の機関での勤務」がそれぞれ 63.2%，57.2%と

過半数で高くなっている。 

 

① 企業内弁護士 

 

② 中央省庁等の国の機関での勤務  

 

③ 国際機関での勤務 

 

④ 地方自治体での勤務 

 

⑤ 企業の海外展開支援等の海外分野  

 

⑥ その他  

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

回答者数 
企業内弁護士 

中央省庁等の

国の機関での

勤務 

国際機関での

勤務 

地方自治体で

の勤務 

企業の海外展

開支援等の海

外分野 

その他 

令和元年度 
797 722 437 431 398 13 1,262 

63.2 57.2 34.6 34.2 31.5 1.0 100.0 

平成 30 年度 
875 842 491 511 432 18 1,470 

59.5 57.3 33.4 34.8 29.4 1.2 100.0 

平成 29 年度 
999 1,037 588 669 457 27 1,891 

52.8 54.8 31.1 35.4 24.2 1.4 100.0 

 
  

63.2%

57.2%

34.6%

34.2%

31.5%

1.0%

59.5%

57.3%

33.4%

34.8%

29.4%

1.2%

52.8%

54.8%

31.1%

35.4%

24.2%

1.4%

0% 25% 50% 75%

令和元年度（n=1,262）

平成30年度（n=1,470）

平成29年度（n=1,891）
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イ.過去に志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の1 つとして考えていた学生では，「中央省庁等の国の機関での勤務」

が 54.8%で最も高く，過半数を占めている。次いで「地方自治体での勤務」が 44.6%となっている。 

 

① 中央省庁等の国の機関での勤務  

 

② 地方自治体での勤務  

 

③ 企業内弁護士  

 

④ 国際機関での勤務  

 

⑤ 企業の海外展開支援等の海外分野  

 

⑥ その他  

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

回答者数 
中央省庁等の

国の機関での

勤務 

地方自治体で

の勤務 
企業内弁護士 

国際機関での

勤務 

企業の海外展

開支援等の海

外分野 

その他 

令和元年度 
689 560 534 391 277 4 1,257 

54.8 44.6 42.5 31.1 22.0 0.3 100.0 

平成 30 年度 
814 710 675 464 329 11 1,557 

52.3 45.6 43.4 29.8 21.1 0.7 100.0 

平成 29 年度 
1,063 1,013 788 584 434 6 2,163 

49.1 46.8 36.4 27.0 20.1 0.3 100.0 

 

 

 

  

54.8%

44.6%

42.5%

31.1%

22.0%

0.3%

52.3%

45.6%

43.4%

29.8%

21.1%

0.7%

49.1%

46.8%

36.4%

27.0%

20.1%

0.3%

0% 25% 50% 75%

令和元年度（n=1,257）

平成30年度（n=1,557）

平成29年度（n=2,163）
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ウ.法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生 

法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生では，「地方自治体での勤務」が 49.8%で最も高く，次いで「中

央省庁等の国の機関での勤務」が 42.6%となっている。 

 

① 地方自治体での勤務  

 

② 中央省庁等の国の機関での勤務  

 

③ 国際機関での勤務  

 

④ 企業の海外展開支援等の海外分野 

 

⑤ 企業内弁護士  

 

⑥ その他  

 

 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

回答者数 地方自治体で

の勤務 

中央省庁等の

国の機関での

勤務 

国際機関での

勤務 

企業の海外展

開支援等の海

外分野 

企業内弁護士 その他 

令和元年度 
671 574 403 297 281 8 1,348 

49.8 42.6 29.9 22.0 20.8 0.6 100.0 

平成 30 年度 
917 688 486 371 378 7 1,706 

53.8 40.3 28.5 21.7 22.2 0.4 100.0 

平成 29 年度 
1,545 926 633 463 459 26 2,671 

57.8 34.7 23.7 17.3 17.2 1 100.0 

 

 

  

49.8%

42.6%

29.9%

22.0%

20.8%

0.6%

53.8%

40.3%

28.5%

21.7%

22.2%

0.4%

57.8%

34.7%

23.7%

17.3%

17.2%

1.0%

0% 25% 50% 75%

令和元年度

（n=1,348）

平成30年度

（n=1,706）

平成29年度

（n=2,671）
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6.法学部教育に期待すること（上位 3 つまで選択/現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生） 
 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が，法学部教育に期待することは「一般的な法律

知識や法律の考え方を身に付けること」が 67.6%で最も高く，次いで「法的思考に基づいた議論や交渉を行う能力を身

に付けること」の 56.4%となっている。 

上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 一般的な法律知識や法律の考え方を身に付けること  

 

② 
法的思考に基づいた議論や交渉を行う能力を身に付け

ること  

 

③ 
法曹等として活躍するために必要な専門的な法律知識

や法曹実務の素養を身に付けること  

 

④ 司法試験のために必要な能力を身に付けること  

 

⑤ 
特定の法分野に関する深い学識や学術性を身に付ける

こと  

 

⑥ 
政治学，経営学，経済学その他の法学以外の社会科学

に関する知識・能力を広く身に付けること 

 

⑦ 
社会人として一般的に必要とされる教養を身に付けるこ

と  

 

⑧ 
国際的に活躍するために必要な語学能力や国際感覚を

身に付けること  

 

⑨ 
司法試験以外の資格試験や公務員試験その他の採用

試験のために必要な能力を身に付けること 

 

⑩ その他 

 

⑪ 特になし 

 

 

上段・実数／下段・割合(%) 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ - 

回答者数 

一 般 的 な

法 律 知 識

や 法 律 の

考え方を身

に付けるこ

と  

法 的 思 考

に基づいた

議 論 や 交

渉を行う能

力を身に付

けること  

法曹等とし

て活躍する

ために必要

な専門的な

法 律 知 識

や 法 曹 実

務の素養を

身に付ける

こと  

司 法 試 験

のために必

要な能力を

身に付ける

こと  

特 定 の 法

分野に関す

る深い学識

や学術性を

身に付ける

こと  

政治学，経

営学，経済

学 そ の 他

の 法 学 以

外 の 社 会

科学に関す

る知識・能

力を広く身

に付けるこ

と 

社会人とし

て一般的に

必要とされ

る教養を身

に付けるこ

と  

国 際 的 に

活躍するた

めに必要な

語 学 能 力

や 国 際 感

覚を身に付

けること  

司 法 試 験

以 外 の 資

格 試 験 や

公 務 員 試

験 そ の 他

の 採 用 試

験のために

必要な能力

を身に付け

ること 

その他  特になし  選択なし 

１
位 

令和元年度 
636 313 158 209 66 37 44 16 16 5 15 0 1,515 
42.0 20.7 10.4 13.8 4.4 2.4 2.9 1.1 1.1 0.3 1.0 - 100.0 

平成 30 年度 
706 400 177 220 74 54 64 20 15 4 17 0 1,751 
40.3 22.8 10.1 12.6 4.2 3.1 3.7 1.1 0.9 0.2 1.0 - 100.0 

平成 29 年度 
581 363 329 353 120 141 135 97 71 11 11 0 2,212 
26.3 16.4 14.9 16.0 5.4 6.4 6.1 4.4 3.2 0.5 0.5 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
259 325 272 162 155 127 98 32 45 2 6 32 1,515 
17.1 21.5 18.0 10.7 10.2 8.4 6.5 2.1 3.0 0.1 0.4 2.1 100.0 

平成 30 年度 
319 382 281 199 167 146 134 46 38 1 8 30 1,751 
18.2 21.8 16.0 11.4 9.5 8.3 7.7 2.6 2.2 0.1 0.5 1.7 100.0 

平成 29 年度 
418 495 364 233 200 146 208 63 49 2 0 34 2,212 
18.9 22.4 16.5 10.5 9.0 6.6 9.4 2.8 2.2 0.1 0.0 1.5 100.0 

３
位 

令和元年度 
129 217 223 217 199 165 148 86 56 0 13 62 1,515 
8.5 14.3 14.7 14.3 13.1 10.9 9.8 5.7 3.7 0.0 0.9 4.1 100.0 

平成 30 年度 
166 209 289 248 207 200 190 79 85 2 11 65 1,751 
9.5 11.9 16.5 14.2 11.8 11.4 10.9 4.5 4.9 0.1 0.6 3.7 100.0 

平成 29 年度 
433 425 282 238 191 194 227 75 63 4 0 80 2,212 
19.6 19.2 12.7 10.8 8.6 8.8 10.3 3.4 2.8 0.2 0.0 3.6 100.0 

合 

計 

令和元年度 
1,024 855 653 588 420 329 290 134 117 7 34 94 1,515 
67.6 56.4 43.1 38.8 27.7 21.7 19.1 8.8 7.7 0.5 2.2 - 100.0 

平成 30 年度 
1,191 991 747 667 448 400 388 145 138 7 36 95 1,751 
68.0 56.6 42.7 38.1 25.6 22.8 22.2 8.3 7.9 0.4 2.1 - 100.0 

平成 29 年度 
1,432 1283 975 824 511 481 570 235 183 17 11 114 2,212 
64.7 58.0 44.1 37.3 23.1 21.7 25.8 10.6 8.3 0.8 0.5 - 100.0 

67.6%
68.0%

64.7%

56.4%
56.6%

58.0%

43.1%
42.7%

44.1%

38.8%
38.1%

37.3%

27.7%
25.6%

23.1%

21.7%
22.8%

21.7%

19.1%
22.2%

25.8%

8.8%
8.3%

10.6%

7.7%
7.9%
8.3%

0.5%
0.4%
0.8%

2.2%
2.1%

0.5%

0% 25% 50% 75%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

① 
一般的な法律知識や法律の考え方を

身に付けること  

 

② 
法的思考に基づいた議論や交渉を行う

能力を身に付けること  

 

③ 

法曹等として活躍するために必要な専

門的な法律知識や法曹実務の素養を

身に付けること  

 

④ 
司法試験のために必要な能力を身に付

けること  

 

⑤ 
特定の法分野に関する深い学識や学

術性を身に付けること  

 

⑥ 

政治学，経営学，経済学その他の法学

以外の社会科学に関する知識・能力を

広く身に付けること 

 

⑦ 
社会人として一般的に必要とされる教

養を身に付けること  

 

⑧ 
国際的に活躍するために必要な語学能

力や国際感覚を身に付けること  

 

⑨ 

司法試験以外の資格試験や公務員試

験その他の採用試験のために必要な

能力を身に付けること 

 

⑩ その他 

 

⑪ 特になし 

 

65.5%

57.4%

43.6%

37.3%

28.8%

23.3%

18.6%

9.3%

8.4%

0.2%

1.9%

69.0%

56.4%

40.9%

35.8%

27.5%

20.3%

20.6%

10.4%

8.1%

0.6%

3.6%

69.5%

57.6%

44.8%

45.8%

24.6%

16.7%

20.7%

4.9%

6.9%

1.0%

1.5%

72.8%

50.3%

43.2%

43.8%

26.6%

23.1%

17.2%

8.3%

4.7%

0.6%

2.4%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=808)

2年次(n=335)

3年次(n=203)

4年次以上(n=169)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ - 

回答者数 

一 般 的 な

法 律 知 識

や 法 律 の

考え方を身

に付けるこ

と  

法 的 思 考

に基づいた

議 論 や 交

渉を行う能

力を身に付

けること  

法曹等とし

て活躍する

ために必要

な専門的な

法 律 知 識

や 法 曹 実

務の素養を

身に付ける

こと  

司 法 試 験

のために必

要な能力を

身に付ける

こと  

特 定 の 法

分野に関す

る深い学識

や学術性を

身に付ける

こと  

政治学，経

営学，経済

学 そ の 他

の 法 学 以

外 の 社 会

科学に関す

る知識・能

力を広く身

に付けるこ

と 

社会人とし

て一般的に

必要とされ

る教養を身

に付けるこ

と  

国 際 的 に

活躍するた

めに必要な

語 学 能 力

や 国 際 感

覚を身に付

けること  

司 法 試 験

以 外 の 資

格 試 験 や

公 務 員 試

験 そ の 他

の 採 用 試

験のために

必要な能力

を身に付け

ること 

その他  特になし  選択なし 

１
位 

全体 
636 313 158 209 66 37 44 16 16 5 15 0 1,515

42.0 20.7 10.4 13.8 4.4 2.4 2.9 1.1 1.1 0.3 1.0 - 100.0

1 年次 
330 176 89 97 40 23 25 10 8 1 9 0 808

40.8 21.8 11.0 12.0 5.0 2.8 3.1 1.2 1.0 0.1 1.1 - 100.0

2 年次 
136 77 32 45 12 8 10 5 4 2 4 0 335

40.6 23.0 9.6 13.4 3.6 2.4 3.0 1.5 1.2 0.6 1.2 - 100.0

3 年次 
91 32 20 38 8 4 3 1 4 1 1 0 203

44.8 15.8 9.9 18.7 3.9 2.0 1.5 0.5 2.0 0.5 0.5 - 100.0

4 年次以上 
79 28 17 29 6 2 6 0 0 1 1 0 169

46.7 16.6 10.1 17.2 3.6 1.2 3.6 0.0 0.0 0.6 0.6 - 100.0

２
位 

全体 
259 325 272 162 155 127 98 32 45 2 6 32 1,515

17.1 21.5 18.0 10.7 10.2 8.4 6.5 2.1 3.0 0.1 0.4 2.1 100.0

1 年次 
131 166 150 82 85 74 54 20 26 1 1 18 808

16.2 20.5 18.6 10.1 10.5 9.2 6.7 2.5 3.2 0.1 0.1 2.2 100.0

2 年次 
66 65 54 36 39 23 23 7 13 0 3 6 335

19.7 19.4 16.1 10.7 11.6 6.9 6.9 2.1 3.9 0.0 0.9 1.8 100.0

3 年次 
35 62 34 24 17 11 12 1 2 1 0 4 203

17.2 30.5 16.7 11.8 8.4 5.4 5.9 0.5 1.0 0.5 0.0 2.0 100.0

4 年次以上 
27 32 34 20 14 19 9 4 4 0 2 4 169

16.0 18.9 20.1 11.8 8.3 11.2 5.3 2.4 2.4 0.0 1.2 2.4 100.0

３
位 

全体 
129 217 223 217 199 165 148 86 56 0 13 62 1,515

8.5 14.3 14.7 14.3 13.1 10.9 9.8 5.7 3.7 0.0 0.9 4.1 100.0

1 年次 
68 122 113 122 108 91 71 45 34 0 5 29 808

8.4 15.1 14.0 15.1 13.4 11.3 8.8 5.6 4.2 0.0 0.6 3.6 100.0

2 年次 
29 47 51 39 41 37 36 23 10 0 5 17 335

8.7 14.0 15.2 11.6 12.2 11.0 10.7 6.9 3.0 0.0 1.5 5.1 100.0

3 年次 
15 23 37 31 25 19 27 8 8 0 2 8 203

7.4 11.3 18.2 15.3 12.3 9.4 13.3 3.9 3.9 0.0 1.0 3.9 100.0

4 年次以上 
17 25 22 25 25 18 14 10 4 0 1 8 169

10.1 14.8 13.0 14.8 14.8 10.7 8.3 5.9 2.4 0.0 0.6 4.7 100.0

合
計 

全体 
1,024 855 653 588 420 329 290 134 117 7 34 94 1,515

67.6 56.4 43.1 38.8 27.7 21.7 19.1 8.8 7.7 0.5 2.2 - 100.0

1 年次 
529 464 352 301 233 188 150 75 68 2 15 47 808

65.5 57.4 43.6 37.3 28.8 23.3 18.6 9.3 8.4 0.2 1.9 - 100.0

2 年次 
231 189 137 120 92 68 69 35 27 2 12 23 335

69.0 56.4 40.9 35.8 27.5 20.3 20.6 10.4 8.1 0.6 3.6 - 100.0

3 年次 
141 117 91 93 50 34 42 10 14 2 3 12 203

69.5 57.6 44.8 45.8 24.6 16.7 20.7 4.9 6.9 1.0 1.5 - 100.0

4 年次以上 
123 85 73 74 45 39 29 14 8 1 4 12 169

72.8 50.3 43.2 43.8 26.6 23.1 17.2 8.3 4.7 0.6 2.4 - 100.0
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7.司法試験予備校の利用の有無（現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生／複数選択可） 
 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生の司法試験予備校の利用の有無は，「利用したこ

とはない」が 68.8%で最も高い。利用したことがある場合では，「司法試験予備校が開講する講義・講座を利用したことが

ある」が 29.2%となっている。 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 司法試験予備校が開講す

る講義・講座を利用したこ
とがある 

司法試験予備校が実施す

る模試を利用したことがあ
る 

利用したことはない 回答者数 

令和元年度 
442 104 1,043 1,515 

29.2 6.9 68.8 100.0 

平成 30 年度 
467 144 1,219 1,751 

26.7 8.2 69.6 100.0 

平成 29 年度 
602 157 1,548 2,212 

27.2 7.1 70.0 100.0 

（参考）学年別内訳【横棒グラフ】 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 
司法試験予備校が開講す
る講義・講座を利用したこ
とがある 

司法試験予備校が実施す
る模試を利用したことがあ
る 

利用したことはない 回答者数 

1 年次 
139 10 666 808 

17.2 1.2 82.4 100.0 

2 年次 
115 26 211 335 

34.3 7.8 63.0 100.0 

3 年次 
106 34 87 203 

52.2 16.7 42.9 100.0 

4 年次以上 
82 34 79 169 

48.5 20.1 46.7 100.0 

全 体 
442 104 1,043 1,515 

29.2 6.9 68.8 100.0 

29.2%

6.9%

68.8%

26.7%

8.2%

69.6%

27.2%

7.1%

70.0%

0% 25% 50% 75%

司法試験予備校が開講する

講義・講座を利用したことがある

司法試験予備校が実施する

模試を利用したことがある

利用したことはない

令和元年度(n=1,515)

平成30年度(n=1,751)

平成29年度(n=2,212)

17.2%

1.2%

82.4%

34.3%

7.8%

63.0%

52.2%

16.7%

42.9%

48.5%

20.1%

46.7%

0% 25% 50% 75% 100%

司法試験予備校が開講する

講義・講座を利用したことがある

司法試験予備校が実施する

模試を利用したことがある

利用したことはない

1年次

(n=808)

2年次

(n=335)

3年次

(n=203)

4年次以上

(n=169)
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8.法曹等を志望するに当たっての不安や迷い，断念の理由等 

(1)法曹等を志望するに当たっての不安や迷いについて（現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生） 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生が法曹等を志望するに当たっての不安や迷いに

ついては，「不安や迷いを感じている」は 44.8%であり，これに「少し不安や迷いを感じている」の 34.4%を加えると，8 割近

くが不安や迷いを感じている。もっとも，「不安や迷いを感じていない」については，平成 30 年度の 16.6％から 20.9%に上

昇している。 
 
【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】  

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 不安や迷いを 

感じている 

少し不安や迷いを 

感じている 

不安や迷いを 

感じていない 
回答者数 

令和元年度 
678 521 316 1,515 
44.8 34.4 20.9 100.0 

平成 30 年度 
856 604 291 1,751 
48.9 34.5 16.6 100.0 

平成 29 年度 
1,076 766 370 2,212 

48.6 34.6 16.7 100.0 

不安や迷いを

感じている

44.8%

少し不安や迷いを

感じている

34.4%

不安や迷いを

感じていない

20.9%

n=1,515

不安や迷いを

感じている

48.9%

少し不安や迷いを

感じている

34.5%

不安や迷いを

感じていない

16.6%

n=1,751

不安や迷いを

感じている

48.6%少し不安や

迷いを

感じている

34.6%

不安や迷いを

感じていない

16.7%

n=2,212
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(2)現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生の不安や迷い（上位 3 つまで選択） 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生の不安や迷いは，「司法試験に合格できるか，自分

の能力に自信がない」が 69.9%で最も高く 7 割近い。次いで「自分に法曹等としての適性があるか分からない」が 45.3%となっ

ている。 
上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 司法試験に合格できるか，自分の能力に自信がない   

② 自分に法曹等としての適性があるか分からない   

③ 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業や研究職等）にも

魅力を感じている  
 

④ 大学卒業後法科大学院修了までの経済的な負担が大きい   

⑤ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全体として低く，法科

大学院に進学しても司法試験に合格できるか不安である  
 

⑥ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試験を受けなけれ

ばならず，負担が大きい  
 

⑦ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年の期間を要し，時

間的負担が大きい  
 

⑧ 司法試験に合格できても，就職できるか分からない   

⑨ 司法試験に合格できても，就職後の収入面に不安がある   

⑩ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企業に就職せずに法

曹等を目指すことに迷いがある  
 

⑪ 司法修習期間中の生計面に不安がある   

⑫ 保護者等の周囲の者が法曹等を志望することに反対している   

⑬ その他   

 

 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ - 

回答者数 

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

がない  

自分に法

曹 等 と し

ての適性

があるか

分 か ら な

い  

他の進路

（例えば，

国家公務

員 ， 民 間

企業や研

究 職 等 ）

にも 魅力

を 感 じ て

いる  

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

い  

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格で き

るか不安

である  

司法試験

の受験資

格 を 得 る

ま で に 複

数の試験

を 受 け な

ければな

ら ず ， 負

担が大き

い  

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～ ３ 年 の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きい  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職で き

るか分か

らない  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安があ

る  

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

こ と に 迷

いがある  

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

る  

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に 反 対 し

ている  

その他  選択なし 

１
位 

令和元年度 
425 192 287 66 56 66 37 10 12 29 8 2 9 0 1,199 
35.4 16.0 23.9 5.5 4.7 5.5 3.1 0.8 1.0 2.4 0.7 0.2 0.8 - 100.0 

平成 30 年度 
470 229 374 84 76 74 41 20 21 44 12 6 9 0 1,460 
32.2 15.7 25.6 5.8 5.2 5.1 2.8 1.4 1.4 3.0 0.8 0.4 0.6 - 100.0 

平成 29 年度 
488 180 235 222 181 127 148 84 69 30 45 13 20 0 1,842 
26.5 9.8 12.8 12.1 9.8 6.9 8.0 4.6 3.7 1.6 2.4 0.7 1.1 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
288 218 76 99 115 105 105 42 31 46 26 8 2 38 1,199 
24.0 18.2 6.3 8.3 9.6 8.8 8.8 3.5 2.6 3.8 2.2 0.7 0.2 3.2 100.0 

平成 30 年度 
298 262 101 114 145 146 121 66 44 66 32 17 3 45 1,460 
20.4 17.9 6.9 7.8 9.9 10.0 8.3 4.5 3.0 4.5 2.2 1.2 0.2 3.1 100.0 

平成 29 年度 
385 300 155 162 193 175 168 64 47 62 35 30 4 62 1,842 
20.9 16.3 8.4 8.8 10.5 9.5 9.1 3.5 2.6 3.4 1.9 1.6 0.2 3.4 100.0 

３
位 

令和元年度 
125 133 107 142 127 101 113 85 80 41 33 15 7 90 1,199 
10.4 11.1 8.9 11.8 10.6 8.4 9.4 7.1 6.7 3.4 2.8 1.3 0.6 7.5 100.0 

平成 30 年度 
139 159 117 189 145 108 176 102 78 56 57 15 6 113 1,460 
9.5 10.9 8.0 12.9 9.9 7.4 12.1 7.0 5.3 3.8 3.9 1.0 0.4 7.7 100.0 

平成 29 年度 
306 313 291 130 111 113 100 80 45 119 31 14 2 187 1,842 
16.6 17.0 15.8 7.1 6.0 6.1 5.4 4.3 2.4 6.5 1.7 0.8 0.1 10.2 100.0 

合 

計 

令和元年度 
838 543 470 307 298 272 255 137 123 116 67 25 18 128 1,199 
69.9 45.3 39.2 25.6 24.9 22.7 21.3 11.4 10.3 9.7 5.6 2.1 1.5 - 100.0 

平成 30 年度 
907 650 592 387 366 328 338 188 143 166 101 38 18 158 1,460 
62.1 44.5 40.5 26.5 25.1 22.5 23.2 12.9 9.8 11.4 6.9 2.6 1.2 - 100.0 

平成 29 年度 
1,179 793 681 514 485 415 416 228 161 211 111 57 26 249 1,842 
64.0 43.1 37.0 27.9 26.3 22.5 22.6 12.4 8.7 11.5 6.0 3.1 1.4 - 100.0 

69.9%
62.1%

64.0%

45.3%
44.5%

43.1%

39.2%
40.5%

37.0%

25.6%
26.5%

27.9%

24.9%
25.1%

26.3%

22.7%
22.5%
22.5%

21.3%
23.2%

22.6%

11.4%
12.9%
12.4%

10.3%
9.8%

8.7%

9.7%
11.4%
11.5%

5.6%
6.9%

6.0%

2.1%
2.6%
3.1%

1.5%
1.2%
1.4%

0% 25% 50% 75%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

① 
司法試験に合格できるか，自分の能力に自

信がない  

 

② 
自分に法曹等としての適性があるか分から

ない  

 

③ 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業

や研究職等）にも魅力を感じている  

 

④ 
大学卒業後法科大学院修了までの経済的

な負担が大きい  

 

⑤ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全

体として低く，法科大学院に進学しても司法

試験に合格できるか不安である  

 

⑥ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試

験を受けなければならず，負担が大きい  

 

⑦ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年

の期間を要し，時間的負担が大きい  

 

⑧ 
司法試験に合格できても，就職できるか分

からない  

 

⑨ 
司法試験に合格できても，就職後の収入面

に不安がある  

 

⑩ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企

業に就職せずに法曹等を目指すことに迷い

がある  

 

⑪ 司法修習期間中の生計面に不安がある  

 

⑫ 
保護者等の周囲の者が法曹等を志望するこ

とに反対している  

 

⑬ その他  

 

73.4%

48.7%

47.0%

23.0%

23.0%

22.1%

18.1%

11.2%

9.0%

9.7%

5.1%

1.6%

0.9%

68.2%

37.9%

39.8%

26.9%

25.8%

22.0%

23.1%

9.5%

12.1%

10.6%

5.3%

3.4%

1.9%

66.9%

51.4%

23.0%

29.7%

25.7%

24.3%

21.6%

10.1%

11.5%

8.8%

6.8%

2.7%

2.0%

57.3%

35.0%

13.7%

32.5%

32.5%

25.6%

35.0%

18.8%

12.0%

8.5%

7.7%

0.9%

3.4%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=670)

2年次(n=264)

3年次(n=148)

4年次以上(n=117)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ - 

回答者数 

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

がない  

自分に法

曹 等 と し

ての適性

があるか

分 か ら な

い  

他の進路

（例えば，

国家公務

員 ， 民 間

企業や研

究 職 等 ）

にも 魅力

を 感 じ て

いる  

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

い  

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格で き

るか不安

である  

司法試験

の受験資

格 を 得 る

ま で に 複

数の試験

を 受 け な

ければな

ら ず ， 負

担が大き

い  

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～ ３ 年 の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きい  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職で き

るか分か

らない  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安があ

る  

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

こ と に 迷

いがある  

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

る  

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に 反 対 し

ている  

その他  選択なし 

１
位 

全体 
425 192 287 66 56 66 37 10 12 29 8 2 9 0 1,199 

35.4 16.0 23.9 5.5 4.7 5.5 3.1 0.8 1.0 2.4 0.7 0.2 0.8 - 100.0 

1 年次 
231 110 204 23 24 33 16 4 4 15 3 0 3 0 670 

34.5 16.4 30.4 3.4 3.6 4.9 2.4 0.6 0.6 2.2 0.4 0.0 0.4 - 100.0 

2 年次 
93 33 56 22 12 13 12 1 5 9 2 2 4 0 264 

35.2 12.5 21.2 8.3 4.5 4.9 4.5 0.4 1.9 3.4 0.8 0.8 1.5 - 100.0 

3 年次 
61 33 16 8 8 11 3 3 0 3 2 0 0 0 148 

41.2 22.3 10.8 5.4 5.4 7.4 2.0 2.0 0.0 2.0 1.4 0.0 0.0 - 100.0 

4 年次以上 
40 16 11 13 12 9 6 2 3 2 1 0 2 0 117 

34.2 13.7 9.4 11.1 10.3 7.7 5.1 1.7 2.6 1.7 0.9 0.0 1.7 - 100.0 

２
位 

全体 
288 218 76 99 115 105 105 42 31 46 26 8 2 38 1,199 

24.0 18.2 6.3 8.3 9.6 8.8 8.8 3.5 2.6 3.8 2.2 0.7 0.2 3.2 100.0 

1 年次 
184 134 44 48 60 52 49 24 12 29 12 4 2 16 670 

27.5 20.0 6.6 7.2 9.0 7.8 7.3 3.6 1.8 4.3 1.8 0.6 0.3 2.4 100.0 

2 年次 
56 41 25 23 24 27 21 8 11 8 6 3 0 11 264 

21.2 15.5 9.5 8.7 9.1 10.2 8.0 3.0 4.2 3.0 2.3 1.1 0.0 4.2 100.0 

3 年次 
30 27 7 17 15 14 15 4 4 6 4 0 0 5 148 

20.3 18.2 4.7 11.5 10.1 9.5 10.1 2.7 2.7 4.1 2.7 0.0 0.0 3.4 100.0 

4 年次以上 
18 16 0 11 16 12 20 6 4 3 4 1 0 6 117 

15.4 13.7 0.0 9.4 13.7 10.3 17.1 5.1 3.4 2.6 3.4 0.9 0.0 5.1 100.0 

３
位 

全体 
125 133 107 142 127 101 113 85 80 41 33 15 7 90 1,199 

10.4 11.1 8.9 11.8 10.6 8.4 9.4 7.1 6.7 3.4 2.8 1.3 0.6 7.5 100.0 

1 年次 
77 82 67 83 70 63 56 47 44 21 19 7 1 33 670 

11.5 12.2 10.0 12.4 10.4 9.4 8.4 7.0 6.6 3.1 2.8 1.0 0.1 4.9 100.0 

2 年次 
31 26 24 26 32 18 28 16 16 11 6 4 1 25 264 

11.7 9.8 9.1 9.8 12.1 6.8 10.6 6.1 6.1 4.2 2.3 1.5 0.4 9.5 100.0 

3 年次 
8 16 11 19 15 11 14 8 13 4 4 4 3 18 148 

5.4 10.8 7.4 12.8 10.1 7.4 9.5 5.4 8.8 2.7 2.7 2.7 2.0 12.2 100.0 

4 年次以上 
9 9 5 14 10 9 15 14 7 5 4 0 2 14 117 

7.7 7.7 4.3 12.0 8.5 7.7 12.8 12.0 6.0 4.3 3.4 0.0 1.7 12.0 100.0 

合
計 

全体 
838 543 470 307 298 272 255 137 123 116 67 25 18 128 1,199 

69.9 45.3 39.2 25.6 24.9 22.7 21.3 11.4 10.3 9.7 5.6 2.1 1.5 - 100.0 

1 年次 
492 326 315 154 154 148 121 75 60 65 34 11 6 49 670 

73.4 48.7 47.0 23.0 23.0 22.1 18.1 11.2 9.0 9.7 5.1 1.6 0.9 - 100.0 

2 年次 
180 100 105 71 68 58 61 25 32 28 14 9 5 36 264 

68.2 37.9 39.8 26.9 25.8 22.0 23.1 9.5 12.1 10.6 5.3 3.4 1.9 - 100.0 

3 年次 
99 76 34 44 38 36 32 15 17 13 10 4 3 23 148 

66.9 51.4 23.0 29.7 25.7 24.3 21.6 10.1 11.5 8.8 6.8 2.7 2.0 - 100.0 

4 年次以上 
67 41 16 38 38 30 41 22 14 10 9 1 4 20 117 

57.3 35.0 13.7 32.5 32.5 25.6 35.0 18.8 12.0 8.5 7.7 0.9 3.4 - 100.0 
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(3)過去に法曹等を志望・選択肢の 1 つとして考えていた学生が，法曹等の志望を断念した理由（過去に志望して
いた際の不安や迷いを含む（上位 3 つまで選択）） 

過去に法曹等を志望していたか，選択肢の 1 つとして考えていた学生では，「他の進路に魅力を感じたから」が 58.7%，

「司法試験に合格できるか，自分の能力に自信がなくなったから」が 52.6%といずれも過半数を占めている。 
  上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業や研究職等）に魅

力を感じたから  

 

② 
司法試験に合格できるか，自分の能力に自信がなくなったか

ら  

 

③ 自分に法曹等としての適性があるとは思えなかったから  
 

④ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試験を受けなけれ

ばならず，負担が大きいから  

 

⑤ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年の期間を要し，時

間的負担が大きいから  

 

⑥ 
大学卒業後法科大学院修了までの経済的な負担が大きいか

ら  

 

⑦ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全体として低く，法科

大学院に進学しても司法試験に合格できないと思ったから  

 

⑧ 
司法試験に合格できても，就職後の収入面に不安を感じたか

ら  

 

⑨ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企業に就職せずに法

曹等を目指すことに迷いがあったから  

 

⑩ 司法試験に合格できても，就職できるか分からないから  
 

⑪ 司法修習期間中の生計面に不安があるから  
 

⑫ 保護者等の周囲の者が法曹等を志望することに反対したから  
 

⑬ 大学在学中に司法試験予備試験に合格できなかったから  
 

⑭ その他 
 

 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ - 

回答者数 

他の進路

（ 例 え

ば，国家

公務員，

民間企業

や研究職

等 ） に 魅

力を感じ

たから  

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

が な く な

ったから  

自分に法

曹 等 と し

ての適性

が あ る と

は思えな

かったか

ら  

司法試験

の受験資

格を得る

までに複

数の試験

を受けな

ければな

ら ず ， 負

担が大き

いから  

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～３年の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きいか

ら  

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

いから  

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格でき

な い と 思

ったから  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安を感

じたから  

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

こ と に 迷

いがあっ

たから  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職でき

るか分か

らないか

ら  

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

るから  

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に反対し

たから  

大学在学

中に司法

試験予備

試験に合

格できな

かったか

ら  

その他 選択なし 

１
位 

令和元年度 
598 389 258 113 65 106 52 27 40 12 12 13 1 34 0 1,720 
34.8 22.6 15.0 6.6 3.8 6.2 3.0 1.6 2.3 0.7 0.7 0.8 0.1 2.0 - 100.0 

平成 30 年度 
700 451 277 144 88 165 58 48 44 26 14 12 2 27 0 2,056 
34.0 21.9 13.5 7.0 4.3 8.0 2.8 2.3 2.1 1.3 0.7 0.6 0.1 1.3 - 100.0 

平成 29 年度 
624 567 281 238 249 294 165 106 63 120 35 28 8 41 0 2,819 
22.1 20.1 10.0 8.4 8.8 10.4 5.9 3.8 2.2 4.3 1.2 1.0 0.3 1.5 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
212 309 272 221 156 141 117 47 55 49 20 18 4 8 91 1,720 
12.3 18.0 15.8 12.8 9.1 8.2 6.8 2.7 3.2 2.8 1.2 1.0 0.2 0.5 5.3 100.0 

平成 30 年度 
260 369 309 227 218 188 126 59 76 79 35 23 3 9 75 2,056 
12.6 17.9 15.0 11.0 10.6 9.1 6.1 2.9 3.7 3.8 1.7 1.1 0.1 0.4 3.6 100.0 

平成 29 年度 
367 571 424 329 270 220 179 73 79 94 38 40 7 11 117 2,819 
13.0 20.3 15.0 11.7 9.6 7.8 6.3 2.6 2.8 3.3 1.3 1.4 0.2 0.4 4.2 100.0 

３
位 

令和元年度 
199 206 151 183 210 176 103 86 63 87 51 14 5 14 172 1,720 
11.6 12.0 8.8 10.6 12.2 10.2 6.0 5.0 3.7 5.1 3.0 0.8 0.3 0.8 10.0 100.0 

平成 30 年度 
240 258 178 192 219 207 157 98 70 158 52 23 9 13 182 2,056 
11.7 12.5 8.7 9.3 10.7 10.1 7.6 4.8 3.4 7.7 2.5 1.1 0.4 0.6 8.9 100.0 

平成 29 年度 
571 430 373 225 163 194 132 87 151 98 48 31 4 17 295 2,819 
20.3 15.3 13.2 8.0 5.8 6.9 4.7 3.1 5.4 3.5 1.7 1.1 0.1 0.6 10.5 100.0 

合
計 

令和元年度 
1,009 904 681 517 431 423 272 160 158 148 83 45 10 56 263 1,720 
58.7 52.6 39.6 30.1 25.1 24.6 15.8 9.3 9.2 8.6 4.8 2.6 0.6 3.3 - 100.0 

平成 30 年度 
1,200 1078 764 563 525 560 341 205 190 263 101 58 14 49 257 2,056 
58.4 52.4 37.2 27.4 25.5 27.2 16.6 10.0 9.2 12.8 4.9 2.8 0.7 2.4 - 100.0 

平成 29 年度 
1,562 1568 1078 792 682 708 476 266 293 312 121 99 19 69 412 2,819 
55.4 55.6 38.2 28.1 24.2 25.1 16.9 9.4 10.4 11.1 4.3 3.5 0.7 2.4 - 100.0 

58.7%
58.4%

55.4%

52.6%
52.4%

55.6%

39.6%
37.2%
38.2%

30.1%

27.4%
28.1%

25.1%
25.5%

24.2%

24.6%
27.2%

25.1%

15.8%
16.6%
16.9%

9.3%
10.0%

9.4%

9.2%
9.2%

10.4%

8.6%
12.8%

11.1%

4.8%
4.9%
4.3%

2.6%
2.8%
3.5%

0.6%
0.7%
0.7%

3.3%
2.4%
2.4%

0% 25% 50% 75%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

① 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業

や研究職等）に魅力を感じたから  

 

② 
司法試験に合格できるか，自分の能力に自

信がなくなったから  

 

③ 
自分に法曹等としての適性があるとは思え

なかったから  

 

④ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試

験を受けなければならず，負担が大きいか

ら  

 

⑤ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年

の期間を要し，時間的負担が大きいから  

 

⑥ 
大学卒業後法科大学院修了までの経済的

な負担が大きいから  

 

⑦ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全

体として低く，法科大学院に進学しても司法

試験に合格できないと思ったから  

 

⑧ 
司法試験に合格できても，就職後の収入面

に不安を感じたから  

 

⑨ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企

業に就職せずに法曹等を目指すことに迷い

があったから  

 

⑩ 
司法試験に合格できても，就職できるか分

からないから  

 

⑪ 
司法修習期間中の生計面に不安があるか

ら  

 

⑫ 
保護者等の周囲の者が法曹等を志望するこ

とに反対したから  

 

⑬ 
大学在学中に司法試験予備試験に合格で

きなかったから  

 

⑭ その他 

 

 

  

53.4%

56.6%

44.0%

32.8%

22.4%

23.6%

16.2%

10.0%

7.4%

8.1%

5.2%

2.8%

0.5%

3.4%

56.9%

53.7%

40.4%

31.0%

28.1%

21.2%

18.0%

9.1%

7.9%

7.4%

5.4%

2.5%

0.7%

2.2%

65.4%

51.4%

38.3%

30.8%

28.1%

25.8%

12.5%

7.5%

10.0%

7.5%

3.8%

2.0%

0.3%

4.0%

61.8%

45.7%

32.5%

23.3%

22.4%

29.0%

16.4%

10.4%

12.8%

12.2%

4.8%

3.3%

0.9%

3.3%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=580)

2年次(n=406)

3年次(n=399)

4年次以上(n=335)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ - 

回答者数 

他の進路

（ 例 え

ば，国家

公務員，

民間企業

や研究職

等 ） に 魅

力を感じ

たから  

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

が な く な

ったから  

自分に法

曹 等 と し

ての適性

が あ る と

は思えな

かったか

ら  

司法試験

の受験資

格を得る

までに複

数の試験

を受けな

ければな

ら ず ， 負

担が大き

いから  

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～３年の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きいか

ら  

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

いから  

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格でき

な い と 思

ったから  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安を感

じたから  

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

こ と に 迷

いがあっ

たから  

司法試験

に合格で

き て も ，

就職でき

るか分か

らな いか

ら  

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

るから  

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に反対し

たから  

大学在学

中に司法

試験予備

試験に合

格 で き な

かったか

ら  

その他 選択なし 

１
位 

全体 
598 389 258 113 65 106 52 27 40 12 12 13 1 34 0 1,720 

34.8 22.6 15.0 6.6 3.8 6.2 3.0 1.6 2.3 0.7 0.7 0.8 0.1 2.0 - 100.0 

1 年次 
190 132 98 41 22 39 14 9 11 3 4 5 0 12 0 580 

32.8 22.8 16.9 7.1 3.8 6.7 2.4 1.6 1.9 0.5 0.7 0.9 0.0 2.1 - 100.0 

2 年次 
130 100 64 29 13 22 20 8 6 2 4 2 1 5 0 406 

32.0 24.6 15.8 7.1 3.2 5.4 4.9 2.0 1.5 0.5 1.0 0.5 0.2 1.2 - 100.0 

3 年次 
160 87 52 26 16 20 7 4 11 4 2 1 0 9 0 399 

40.1 21.8 13.0 6.5 4.0 5.0 1.8 1.0 2.8 1.0 0.5 0.3 0.0 2.3 - 100.0 

4 年次以上 
118 70 44 17 14 25 11 6 12 3 2 5 0 8 0 335 

35.2 20.9 13.1 5.1 4.2 7.5 3.3 1.8 3.6 0.9 0.6 1.5 0.0 2.4 - 100.0 

２
位 

全体 
212 309 272 221 156 141 117 47 55 49 20 18 4 8 91 1,720 

12.3 18.0 15.8 12.8 9.1 8.2 6.8 2.7 3.2 2.8 1.2 1.0 0.2 0.5 5.3 100.0 

1 年次 
55 121 101 86 49 42 42 17 10 14 6 6 1 4 26 580 

9.5 20.9 17.4 14.8 8.4 7.2 7.2 2.9 1.7 2.4 1.0 1.0 0.2 0.7 4.5 100.0 

2 年次 
61 74 62 51 37 27 29 7 10 11 9 5 0 1 22 406 

15.0 18.2 15.3 12.6 9.1 6.7 7.1 1.7 2.5 2.7 2.2 1.2 0.0 0.2 5.4 100.0 

3 年次 
51 65 67 53 45 36 19 11 17 9 2 3 1 3 17 399 

12.8 16.3 16.8 13.3 11.3 9.0 4.8 2.8 4.3 2.3 0.5 0.8 0.3 0.8 4.3 100.0 

4 年次以上 
45 49 42 31 25 36 27 12 18 15 3 4 2 0 26 335 

13.4 14.6 12.5 9.3 7.5 10.7 8.1 3.6 5.4 4.5 0.9 1.2 0.6 0.0 7.8 100.0 

３
位 

全体 
199 206 151 183 210 176 103 86 63 87 51 14 5 14 172 1,720 

11.6 12.0 8.8 10.6 12.2 10.2 6.0 5.0 3.7 5.1 3.0 0.8 0.3 0.8 10.0 100.0 

1 年次 
65 75 56 63 59 56 38 32 22 30 20 5 2 4 53 580 

11.2 12.9 9.7 10.9 10.2 9.7 6.6 5.5 3.8 5.2 3.4 0.9 0.3 0.7 9.1 100.0 

2 年次 
40 44 38 46 64 37 24 22 16 17 9 3 2 3 41 406 

9.9 10.8 9.4 11.3 15.8 9.1 5.9 5.4 3.9 4.2 2.2 0.7 0.5 0.7 10.1 100.0 

3 年次 
50 53 34 44 51 47 24 15 12 17 11 4 0 4 33 399 

12.5 13.3 8.5 11.0 12.8 11.8 6.0 3.8 3.0 4.3 2.8 1.0 0.0 1.0 8.3 100.0 

4 年次以上 
44 34 23 30 36 36 17 17 13 23 11 2 1 3 45 335 

13.1 10.1 6.9 9.0 10.7 10.7 5.1 5.1 3.9 6.9 3.3 0.6 0.3 0.9 13.4 100.0 

合
計 

全体 
1,009 904 681 517 431 423 272 160 158 148 83 45 10 56 263 1,720 

58.7 52.6 39.6 30.1 25.1 24.6 15.8 9.3 9.2 8.6 4.8 2.6 0.6 3.3 - 100.0 

1 年次 
310 328 255 190 130 137 94 58 43 47 30 16 3 20 79 580 

53.4 56.6 44.0 32.8 22.4 23.6 16.2 10.0 7.4 8.1 5.2 2.8 0.5 3.4 - 100.0 

2 年次 
231 218 164 126 114 86 73 37 32 30 22 10 3 9 63 406 

56.9 53.7 40.4 31.0 28.1 21.2 18.0 9.1 7.9 7.4 5.4 2.5 0.7 2.2 - 100.0 

3 年次 
261 205 153 123 112 103 50 30 40 30 15 8 1 16 50 399 

65.4 51.4 38.3 30.8 28.1 25.8 12.5 7.5 10.0 7.5 3.8 2.0 0.3 4.0 - 100.0 

4 年次以上 
207 153 109 78 75 97 55 35 43 41 16 11 3 11 71 335 

61.8 45.7 32.5 23.3 22.4 29.0 16.4 10.4 12.8 12.2 4.8 3.3 0.9 3.3 - 100.0 
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(4)法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生の法曹等を志望しない理由（上位 3 つまで選択） 

法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生が法曹等を志望しない理由は，「他の進路に魅力を感じている

から」が 64.7%で最も高くなっている。次いで「自分に法曹等としての適性があるとは思えないから」が 49.9%となってい

る。 
上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業や研究職等）に魅力

を感じているから 
 

② 自分に法曹等としての適性があるとは思えないから  

③ 司法試験に合格できるか，自分の能力に自信がないから  

④ 法曹等の仕事に魅力を感じないから  

⑤ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試験を受けなければ

ならず，負担が大きいから 
 

⑥ 大学卒業後法科大学院修了までの経済的な負担が大きいから  

⑦ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年の期間を要し，時間

的負担が大きいから 
 

⑧ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企業に就職せずに法曹

等を目指す必要を感じないから 
 

⑨ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全体として低く，法科大

学院に進学しても司法試験に合格できないと思うから 
 

⑩ 司法試験に合格できても，就職できるか分からないから  

⑪ 
司法試験に合格できても，就職後の収入面に不安を感じている

から 
 

⑫ 司法修習期間中の生計面に不安があるから  

⑬ 
保護者等の周囲の者が法曹等を志望することに反対しているか

ら 
 

⑭ その他  

 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ - 

回答者数 

他 の 進

路 （ 例 え

ば，国家

公務員，

民 間 企

業 や 研

究 職 等 ）

に魅力を

感じてい

るから 

自分に法

曹 等 と し

ての適性

が あ る と

は思えな

いから 

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

がないか

ら 

法曹等の

仕事に魅

力を感じ

ないから 

司法試験

の受験資

格を得る

までに複

数の試験

を受けな

ければな

ら ず ， 負

担が大き

いから 

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

いから 

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～３年の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きいか

ら 

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

必要を感

じ な い か

ら 

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格でき

な い と 思

うから 

司法試験

に合格で

き て も ，

就職でき

るか分か

らないか

ら 

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安を感

じ て い る

から 

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

るから 

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に反対し

ているか

ら 

その他 選択なし 

１
位 

令和元年度 
1,129 394 282 445 89 58 50 40 31 18 17 5 0 21 0 2,579 
43.8 15.3 10.9 17.3 3.5 2.2 1.9 1.6 1.2 0.7 0.7 0.2 0.0 0.8 - 100.0 

平成 30 年度
1,279 427 329 496 103 75 47 46 56 18 22 2 3 29 0 2,932 
43.6 14.6 11.2 16.9 3.5 2.6 1.6 1.6 1.9 0.6 0.8 0.1 0.1 1.0 - 100.0 

平成 29 年度
1,395 588 648 438 353 273 236 139 174 125 110 53 39 56 0 4,627 
30.1 12.7 14.0 9.5 7.6 5.9 5.1 3.0 3.8 2.7 2.4 1.1 0.8 1.2 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
338 548 380 367 233 130 137 84 83 47 37 27 7 13 148 2,579 
13.1 21.2 14.7 14.2 9.0 5.0 5.3 3.3 3.2 1.8 1.4 1.0 0.3 0.5 5.7 100.0 

平成 30 年度
337 648 439 411 276 174 154 106 133 56 58 29 6 7 98 2,932 
11.5 22.1 15.0 14.0 9.4 5.9 5.3 3.6 4.5 1.9 2.0 1.0 0.2 0.2 3.3 100.0 

平成 29 年度
643 1,017 760 598 342 257 208 229 145 89 73 35 16 14 201 4,627 
13.9 22.0 16.4 12.9 7.4 5.6 4.5 4.9 3.1 1.9 1.6 0.8 0.3 0.3 4.3 100.0 

３
位 

令和元年度 
201 345 354 179 277 208 202 128 109 106 114 80 18 14 244 2,579 
7.8 13.4 13.7 6.9 10.7 8.1 7.8 5.0 4.2 4.1 4.4 3.1 0.7 0.5 9.5 100.0 

平成 30 年度
239 380 396 212 338 243 256 146 143 115 114 67 13 31 239 2,932 
8.2 13.0 13.5 7.2 11.5 8.3 8.7 5.0 4.9 3.9 3.9 2.3 0.4 1.1 8.2 100.0 

平成 29 年度
828 810 603 595 293 221 188 241 123 106 76 43 18 22 460 4,627 
17.9 17.5 13.0 12.9 6.3 4.8 4.1 5.2 2.7 2.3 1.6 0.9 0.4 0.5 9.9 100.0 

合
計 

令和元年度 
1,668 1,287 1,016 991 599 396 389 252 223 171 168 112 25 48 392 2,579 
64.7 49.9 39.4 38.4 23.2 15.4 15.1 9.8 8.6 6.6 6.5 4.3 1.0 1.9 - 100.0 

平成 30 年度
1,855 1,455 1,164 1,119 717 492 457 298 332 189 194 98 22 67 337 2,932 
63.3 49.6 39.7 38.2 24.5 16.8 15.6 10.2 11.3 6.4 6.6 3.3 0.8 2.3 - 100.0 

平成 29 年度
2,866 2,415 2,011 1,631 988 751 632 609 442 320 259 131 73 92 661 4,627 
61.9 52.2 43.5 35.2 21.4 16.2 13.7 13.2 9.6 6.9 5.6 2.8 1.6 2.0 - 100.0 

64.7%
63.3%

61.9%
49.9%
49.6%

52.2%

39.4%
39.7%

43.5%

38.4%
38.2%

35.2%

23.2%
24.5%

21.4%

15.4%
16.8%

16.2%

15.1%
15.6%

13.7%

9.8%
10.2%

13.2%

8.6%
11.3%

9.6%

6.6%
6.4%
6.9%

6.5%
6.6%

5.6%

4.3%
3.3%
2.8%

1.0%
0.8%
1.6%

1.9%
2.3%
2.0%

0% 25% 50% 75%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

① 
他の進路（例えば，国家公務員，民間企業

や研究職等）に魅力を感じているから 

 

② 
自分に法曹等としての適性があるとは思え

ないから 

 

③ 
司法試験に合格できるか，自分の能力に自

信がないから 

 

④ 法曹等の仕事に魅力を感じないから 

 

⑤ 
司法試験の受験資格を得るまでに複数の試

験を受けなければならず，負担が大きいか

ら 

 

⑥ 
大学卒業後法科大学院修了までの経済的

な負担が大きいから 

 

⑦ 
大学卒業後法科大学院修了までに２～３年

の期間を要し，時間的負担が大きいから 

 

⑧ 
民間企業の就職状況が良いので，民間企

業に就職せずに法曹等を目指す必要を感じ

ないから 

 

⑨ 
法科大学院修了者の司法試験合格率が全

体として低く，法科大学院に進学しても司法

試験に合格できないと思うから 

 

⑩ 
司法試験に合格できても，就職できるか分

からないから 

 

⑪ 
司法試験に合格できても，就職後の収入面

に不安を感じているから 

 

⑫ 
司法修習期間中の生計面に不安があるか

ら 

 

⑬ 
保護者等の周囲の者が法曹等を志望するこ

とに反対しているから 

 

⑭ その他 

 

64.1%

52.6%

38.6%

37.6%

24.0%

14.9%

16.6%

9.2%

10.1%

6.8%

6.2%

3.3%

1.3%

1.7%

61.8%

50.9%

42.2%

38.3%

22.5%

16.7%

15.8%

7.5%

8.7%

6.8%

6.3%

3.7%

0.3%

1.0%

66.7%

51.4%

40.7%

40.1%

20.0%

11.8%

12.6%

12.2%

9.0%

4.8%

6.2%

4.9%

1.8%

2.5%

66.7%

41.8%

35.8%

38.1%

26.7%

19.0%

14.5%

10.6%

5.4%

8.5%

7.7%

6.2%

0.0%

2.5%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=900)

2年次(n=587)

3年次(n=609)

4年次以上(n=483)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ - 

回答者数 

他 の 進

路 （ 例 え

ば，国家

公務員，

民 間 企

業 や 研

究 職 等 ）

に魅力を

感じてい

るから 

自分に法

曹 等 と し

ての適性

が あ る と

は思えな

いから 

司法試験

に合格で

き る か ，

自分の能

力に自信

がないか

ら 

法曹等の

仕事に魅

力を感じ

ないから 

司法試験

の受験資

格を得る

までに複

数の試験

を受けな

ければな

ら ず ， 負

担が大き

いから 

大学卒業

後法科大

学院修了

までの経

済的な負

担が大き

いから 

大学卒業

後法科大

学院修了

ま で に ２

～３年の

期間を要

し ， 時 間

的負担が

大きいか

ら 

民間企業

の就職状

況が良い

の で ， 民

間企業に

就職せず

に法曹等

を目指す

必要を感

じな いか

ら 

法科大学

院修了者

の司法試

験合格率

が全体と

して低く，

法科大学

院に進学

し て も 司

法試験に

合格でき

ない と思

うから 

司法試験

に合格で

き て も ，

就職でき

るか分か

らないか

ら 

司法試験

に合格で

き て も ，

就職後の

収入面に

不安を感

じ て い る

から 

司法修習

期間中の

生計面に

不安があ

るから 

保護者等

の周囲の

者が法曹

等を志望

す る こ と

に反対し

ているか

ら 

その他 選択なし 

１
位 

全体 
1,129 394 282 445 89 58 50 40 31 18 17 5 0 21 0 2,579 

43.8 15.3 10.9 17.3 3.5 2.2 1.9 1.6 1.2 0.7 0.7 0.2 0.0 0.8 0.0 100.0 

1 年次 
387 158 94 155 29 15 21 9 11 4 6 1 0 10 0 900 

43.0 17.6 10.4 17.2 3.2 1.7 2.3 1.0 1.2 0.4 0.7 0.1 0.0 1.1 0.0 100.0 

2 年次 
243 88 80 98 25 13 11 6 7 6 5 2 0 3 0 587 

41.4 15.0 13.6 16.7 4.3 2.2 1.9 1.0 1.2 1.0 0.9 0.3 0.0 0.5 0.0 100.0 

3 年次 
271 93 68 103 17 16 8 15 9 2 2 0 0 5 0 609 

44.5 15.3 11.2 16.9 2.8 2.6 1.3 2.5 1.5 0.3 0.3 0.0 0.0 0.8 0.0 100.0 

4 年次以上 
228 55 40 89 18 14 10 10 4 6 4 2 0 3 0 483 

47.2 11.4 8.3 18.4 3.7 2.9 2.1 2.1 0.8 1.2 0.8 0.4 0.0 0.6 0.0 100.0 

２
位 

全体 
338 548 380 367 233 130 137 84 83 47 37 27 7 13 148 2,579 

13.1 21.2 14.7 14.2 9.0 5.0 5.3 3.3 3.2 1.8 1.4 1.0 0.3 0.5 5.7 100.0 

1 年次 
116 190 131 124 89 51 51 31 39 13 10 8 2 2 43 900 

12.9 21.1 14.6 13.8 9.9 5.7 5.7 3.4 4.3 1.4 1.1 0.9 0.2 0.2 4.8 100.0 

2 年次 
79 138 91 84 43 25 34 15 13 10 8 5 1 1 40 587 

13.5 23.5 15.5 14.3 7.3 4.3 5.8 2.6 2.2 1.7 1.4 0.9 0.2 0.2 6.8 100.0 

3 年次 
81 135 88 96 44 24 30 24 17 15 5 6 4 7 33 609 

13.3 22.2 14.4 15.8 7.2 3.9 4.9 3.9 2.8 2.5 0.8 1.0 0.7 1.1 5.4 100.0 

4 年次以上 
62 85 70 63 57 30 22 14 14 9 14 8 0 3 32 483 

12.8 17.6 14.5 13.0 11.8 6.2 4.6 2.9 2.9 1.9 2.9 1.7 0.0 0.6 6.6 100.0 

３
位 

全体 
201 345 354 179 277 208 202 128 109 106 114 80 18 14 244 2,579 

7.8 13.4 13.7 6.9 10.7 8.1 7.8 5.0 4.2 4.1 4.4 3.1 0.7 0.5 9.5 100.0 

1 年次 
74 125 122 59 98 68 77 43 41 44 40 21 10 3 75 900 

8.2 13.9 13.6 6.6 10.9 7.6 8.6 4.8 4.6 4.9 4.4 2.3 1.1 0.3 8.3 100.0 

2 年次 
41 73 77 43 64 60 48 23 31 24 24 15 1 2 61 587 

7.0 12.4 13.1 7.3 10.9 10.2 8.2 3.9 5.3 4.1 4.1 2.6 0.2 0.3 10.4 100.0 

3 年次 
54 85 92 45 61 32 39 35 29 12 31 24 7 3 60 609 

8.9 14.0 15.1 7.4 10.0 5.3 6.4 5.7 4.8 2.0 5.1 3.9 1.1 0.5 9.9 100.0 

4 年次以上 
32 62 63 32 54 48 38 27 8 26 19 20 0 6 48 483 

6.6 12.8 13.0 6.6 11.2 9.9 7.9 5.6 1.7 5.4 3.9 4.1 0.0 1.2 9.9 100.0 

合
計 

全体 
1668 1287 1,016 991 599 396 389 252 223 171 168 112 25 48 392 2,579 

64.7 49.9 39.4 38.4 23.2 15.4 15.1 9.8 8.6 6.6 6.5 4.3 1.0 1.9 - 100.0 

1 年次 
577 473 347 338 216 134 149 83 91 61 56 30 12 15 118 900 

64.1 52.6 38.6 37.6 24.0 14.9 16.6 9.2 10.1 6.8 6.2 3.3 1.3 1.7 - 100.0 

2 年次 
363 299 248 225 132 98 93 44 51 40 37 22 2 6 101 587 

61.8 50.9 42.2 38.3 22.5 16.7 15.8 7.5 8.7 6.8 6.3 3.7 0.3 1.0 - 100.0 

3 年次 
406 313 248 244 122 72 77 74 55 29 38 30 11 15 93 609 

66.7 51.4 40.7 40.1 20.0 11.8 12.6 12.2 9.0 4.8 6.2 4.9 1.8 2.5 - 100.0 

4 年次以上 
322 202 173 184 129 92 70 51 26 41 37 30 0 12 80 483 

66.7 41.8 35.8 38.1 26.7 19.0 14.5 10.6 5.4 8.5 7.7 6.2 0.0 2.5 - 100.0 
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(5)法曹等の仕事に魅力を感じない理由について 

（「法曹等を選択肢の1つとして考えたこともない」かつ法曹等を志望しない理由として「法曹等の仕事に魅力を感じない

から」と回答した学生/複数選択可） 

法曹等を選択肢の 1 つとして考えたこともない学生が法曹等の仕事に魅力を感じない理由については，「体力的・精

神的に負担が大きい仕事だと思うから」が 61.4%で最も高く，6 割以上となっている。次いで「訴訟対応が仕事の中心で

活躍の場が限られている仕事だと思うから」が 23.4%であるが，その差は 30 ポイント以上と大きくなっている。 

また、「その他」を選んだ 111 人の内、42 人が興味関心がない旨を自由回答欄に回答している。 

 

① 
体力的・精神的に負担が大きい仕事だと 

思うから 

 

② 
訴訟対応が仕事の中心で活躍の場が限ら

れている仕事だと思うから 

 

③ 
ワークライフバランスの実現が困難であると

思うから 

 

④ 経済的に安定していないと思うから 

 

⑤ 
国際的な活躍をすることが難しい仕事だと

思うから 

 

⑥ 
社会に大きく貢献することができる仕事と 

思えないから 

 

⑦ 高収入が期待できないと思うから 

 

⑧ 社会的地位・信用が低下していると思うから 

 

⑨ その他 

 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

回答者数 

体力的・精

神的に負担

が大きい仕

事 だ と 思 う

から 

訴訟対応が

仕事の中心

で活躍の場

が限られて

いる仕事だ

と思うから 

ワ ー ク ラ イ

フ バ ラ ン ス

の実現が困

難であると

思うから 

経済的に安

定していな

い と 思 う か

ら 

国際的な活

躍をするこ

とが難しい

仕事だと思

うから 

社会に大き

く 貢 献 する

こ と が で き

る仕事と思

えないから 

高収入が期

待できない

と思うから 

社 会 的 地

位・信用が

低下してい

る と 思 う か

ら 

その他 

令和元年度 
608 232 219 124 90 69 62 57 111 991 
61.4 23.4 22.1 12.5 9.1 7.0 6.3 5.8 11.2 100.0 

平成 30 年度 
660 273 252 154 106 73 64 72 134 1,119 
59.0 24.4 22.5 13.8 9.5 6.5 5.7 6.4 12.0 100.0 

平成 29 年度 
952 397 338 180 97 91 85 99 221 1,631 
58.4 24.3 20.7 11.0 5.9 5.6 5.2 6.1 13.5 100.0 

61.4%

23.4%

22.1%

12.5%

9.1%

7.0%

6.3%

5.8%

11.2%

59.0%

24.4%

22.5%

13.8%

9.5%

6.5%

5.7%

6.4%

12.0%

58.4%

24.3%

20.7%

11.0%

5.9%

5.6%

5.2%

6.1%

13.5%

0% 25% 50% 75%

令和元年度(n=991)

平成30年度(n=1,119)

平成29年度(n=1,631)
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ】 

① 
体力的・精神的に負担が大きい仕事だと 

思うから 

 

② 
訴訟対応が仕事の中心で活躍の場が限ら

れている仕事だと思うから 

 

③ 
ワークライフバランスの実現が困難であると

思うから 

 

④ 経済的に安定していないと思うから 

 

⑤ 
国際的な活躍をすることが難しい仕事だと

思うから 

 

⑥ 
社会に大きく貢献することができる仕事と 

思えないから 

 

⑦ 高収入が期待できないと思うから 

 

⑧ 社会的地位・信用が低下していると思うから 

 

⑨ その他 

 

 

66.0%

23.1%

25.7%

11.8%

8.9%

7.4%

5.3%

4.7%

10.4%

62.7%

20.9%

19.1%

12.0%

11.6%

5.8%

6.7%

6.7%

10.7%

57.4%

22.1%

21.3%

13.9%

8.6%

8.2%

6.6%

5.3%

11.5%

56.5%

28.8%

20.1%

12.5%

7.1%

6.0%

7.1%

7.1%

13.0%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=338)

2年次(n=225)

3年次(n=244)

4年次以上(n=184)
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9.法科大学院への進学，大学在学中の予備試験の受験 

 （現在志望・選択肢の 1 つとして考えている学生のみ回答） 

(1)法科大学院への進学予定 

現在法曹等を志望しているか，選択肢の 1 つとして考えている学生の法科大学院への進学予定については，「進学

するつもりである」が 45.0%と4 割以上で最も高く，次いで「現時点では決めていない」が 38.6%となっている。「進学するつ

もりはない」は 16.4%と 2 割以下となっている。なお，「進学するつもりである」の割合は平成 29 年度から毎年上昇してい

る。 

【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 進学する 

つもりである 

進学する 

つもりはない 

現時点では 

決めていない 
回答者数 

令和元年度 
682 248 585 1,515 
45.0 16.4 38.6 100.0 

平成 30 年度 
705 285 761 1,751 
40.3 16.3 43.5 100.0 

平成 29 年度 
887 398 927 2,212 

40.1 18.0 41.9 100.0 

進学するつも

りである

45.0%

進学するつもり

はない

16.4%

現時点

では決めて

いない

38.6%

n=1,515

進学するつも

りである

40.3%

進学するつもり

はない

16.3%

現時点では決

めていない

43.5%

n=1,751

進学する

つもりである

40.1%

進学するつもり

はない

18.0%

現時点

では決めて

いない

41.9%

n=2,212
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（参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 進学する 

つもりである 

進学する 

つもりはない 

現時点では 

決めていない 
回答者数 

1 年次 
280 118 410 808 

34.7 14.6 50.7 100.0 

2 年次 
145 64 126 335 

43.3 19.1 37.6 100.0 

3 年次 
142 28 33 203 

70.0 13.8 16.3 100.0 

4 年次以上 
115 38 16 169 

68.0 22.5 9.5 100.0 

全 体 
682 248 585 1,515 

45.0 16.4 38.6 100.0 

  

進学する

つもりである

34.7%

進学する

つもりはない

14.6%

現時点では

決めていな

い

50.7%

1年次

n=808

進学する

つもりである

43.3%

進学する

つもりはない

19.1%

現時点では

決めていな

い

37.6%

2年次

n=335

進学するつ

もりである

68.0%

進学するつ

もりはない

22.5%

現時点では

決めていな

い

9.5%

4年次以上

n=169

進学する

つもりである

70.0%

進学する

つもりはない

13.8%

現時点では

決めていな

い

16.3%

3年次

n=203
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(2)法科大学院の選択において重視する点（上位 3 つまで選択/法科大学院に進学する予定がある学生） 

法科大学院の選択で重視する点は，「法科大学院修了生の司法試験合格率が高いこと」が 75.8%で最も高く，次いで

「法科大学院における学修環境や大学の設備が充実していること」が 57.6%で高くなっている。 

その余の項目は 3 割台以下となっている。 
 

上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 
法科大学院修了生の司法試験合格率が高

いこと  
 

② 
法科大学院における学修環境や大学の設

備が充実していること  
 

③ 
奨学金などの経済的支援制度が充実してい

ること  
 

④ 大学としての知名度が高いこと   

⑤ 
現在在籍している大学の法科大学院である

こと  
 

⑥ 
実務家教員による実務教育科目や専門的

な法律科目が充実していること  
 

⑦ 現在の住居や実家等から地理的に近いこと   

⑧ 著名な研究者教員が在籍していること   

⑨ 入学試験の難易度   

⑩ 大学の友人・先輩等が多く在籍していること   

⑪ 
就職したい地域に立地している法科大学院

であること  
 

⑫ その他   

 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ - 

回答者数 

法科大学

院修了生

の司法試

験合格率

が高いこ

と 

法科大学

院におけ

る学修環

境や大学

の設備が

充 実 し て

いること 

奨学金な

どの経済

的支援制

度が充実

し て い る

こと 

大 学 と し

ての知名

度が高い

こと 

現在在籍

し て い る

大学の法

科大学院

で あ る こ

と 

実務家教

員 に よ る

実務教育

科目や専

門的な法

律科目が

充 実 し て

いること 

現在の住

居や実家

等から地

理的に近

いこと 

著名な研

究者教員

が在籍し

て い る こ

と 

入学試験

の難易度 

大学の友

人 ・ 先 輩

等 が 多 く

在 籍 し て

いること 

就 職 し た

い地域に

立 地 し て

いる法科

大学院で

あること 

その他  選択なし 

１
位 

令和元年度 
330 124 39 55 70 11 22 15 2 3 6 5 0 682 
48.4 18.2 5.7 8.1 10.3 1.6 3.2 2.2 0.3 0.4 0.9 0.7 - 100.0 

平成 30 年度 
332 121 41 67 67 18 19 18 6 5 4 7 0 705 
47.1 17.2 5.8 9.5 9.5 2.6 2.7 2.6 0.9 0.7 0.6 1.0 - 100.0 

平成 29 年度 
314 137 79 45 109 57 56 41 23 8 10 8 0 887 
35.4 15.4 8.9 5.1 12.3 6.4 6.3 4.6 2.6 0.9 1.1 0.9 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
127 154 105 80 41 42 34 45 11 15 8 2 18 682 
18.6 22.6 15.4 11.7 6.0 6.2 5.0 6.6 1.6 2.2 1.2 0.3 2.6 100.0 

平成 30 年度 
141 154 106 74 44 47 44 38 14 10 12 2 19 705 
20.0 21.8 15.0 10.5 6.2 6.7 6.2 5.4 2.0 1.4 1.7 0.3 2.7 100.0 

平成 29 年度 
191 232 133 85 41 65 49 41 11 7 17 0 15 887 
21.5 26.2 15.0 9.6 4.6 7.3 5.5 4.6 1.2 0.8 1.9 0.0 1.7 100.0 

３
位 

令和元年度 
60 115 85 72 47 79 62 43 38 26 18 2 35 682 
8.8 16.9 12.5 10.6 6.9 11.6 9.1 6.3 5.6 3.8 2.6 0.3 5.1 100.0 

平成 30 年度 
65 148 80 63 52 81 64 50 23 18 15 2 44 705 
9.2 21.0 11.3 8.9 7.4 11.5 9.1 7.1 3.3 2.6 2.1 0.3 6.2 100.0 

平成 29 年度 
165 180 84 139 50 75 52 33 24 16 10 2 57 887 
18.6 20.3 9.5 15.7 5.6 8.5 5.9 3.7 2.7 1.8 1.1 0.2 6.4 100.0 

合 

計 

令和元年度 
517 393 229 207 158 132 118 103 51 44 32 9 53 682 
75.8 57.6 33.6 30.4 23.2 19.4 17.3 15.1 7.5 6.5 4.7 1.3 - 100.0 

平成 30 年度 
538 423 227 204 163 146 127 106 43 33 31 11 63 705 
76.3 60.0 32.2 28.9 23.1 20.7 18.0 15.0 6.1 4.7 4.4 1.6 - 100.0 

平成 29 年度 
670 549 296 269 200 197 157 115 58 31 37 10 72 887 
75.5 61.9 33.4 30.3 22.5 22.2 17.7 13.0 6.5 3.5 4.2 1.1 - 100.0 

75.8%
76.3%

75.5%

57.6%
60.0%

61.9%

33.6%
32.2%
33.4%

30.4%
28.9%
30.3%

23.2%
23.1%
22.5%

19.4%
20.7%

22.2%

17.3%
18.0%
17.7%

15.1%
15.0%

13.0%

7.5%
6.1%
6.5%

6.5%
4.7%

3.5%

4.7%
4.4%
4.2%

1.3%
1.6%
1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

 

 

① 
法科大学院修了生の司法試験合格率が 

高いこと  

 

② 
法科大学院における学修環境や大学の  

設備が充実していること  

 

③ 
奨学金などの経済的支援制度が充実して 

いること  

 

④ 大学としての知名度が高いこと  

 

⑤ 
現在在籍している大学の法科大学院である

こと  

 

⑥ 
実務家教員による実務教育科目や専門的

な法律科目が充実していること  

 

⑦ 現在の住居や実家等から地理的に近いこと  

 

⑧ 著名な研究者教員が在籍していること  

 

⑨ 入学試験の難易度  

 

⑩ 大学の友人・先輩等が多く在籍していること  

 

⑪ 
就職したい地域に立地している法科大学院

であること   

 

⑫ その他  

 

80.7%

57.9%

27.5%

32.1%

22.9%

23.2%

16.4%

12.1%

8.6%

4.6%

4.6%

0.4%

77.9%

57.2%

40.7%

33.1%

17.9%

15.9%

17.9%

11.0%

5.5%

8.3%

4.1%

0.0%

70.4%

57.7%

37.3%

26.1%

26.8%

16.9%

16.9%

16.9%

9.2%

7.7%

5.6%

0.7%

67.8%

57.4%

34.8%

27.8%

26.1%

17.4%

19.1%

25.2%

5.2%

7.0%

4.3%

6.1%

0% 25% 50% 75% 100%

1年次(n=280)

2年次(n=145)

3年次(n=142)

4年次以上(n=115)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ - 

回答者数 

法科大学

院修了生

の司法試

験合格率

が高いこ

と 

法科大学

院におけ

る学修環

境や大学

の設備が

充 実 し て

いること 

奨学金な

どの経済

的支援制

度が充実

し て い る

こと 

大 学 と し

ての知名

度が高い

こと 

現在在籍

し て い る

大学の法

科大学院

で あ る こ

と 

実務家教

員 に よ る

実務教育

科目や専

門的な法

律科目が

充 実 し て

いること 

現在の住

居や実家

等から地

理的に近

いこと 

著名な研

究者教員

が在籍し

て い る こ

と 

入学試験

の難易度 

大学の友

人 ・ 先 輩

等 が 多 く

在 籍 し て

いること 

就 職 し た

い地域に

立 地 し て

いる法科

大学院で

あること 

その他  選択なし 

１
位 

全体 
330 124 39 55 70 11 22 15 2 3 6 5 0 682 

48.4 18.2 5.7 8.1 10.3 1.6 3.2 2.2 0.3 0.4 0.9 0.7 0.0 100.0 

1 年次 
152 39 9 25 32 6 9 4 0 0 3 1 0 280 

54.3 13.9 3.2 8.9 11.4 2.1 3.2 1.4 0.0 0.0 1.1 0.4 0.0 100.0 

2 年次 
67 30 10 17 12 0 1 4 0 3 1 0 0 145 

46.2 20.7 6.9 11.7 8.3 0.0 0.7 2.8 0.0 2.1 0.7 0.0 0.0 100.0 

3 年次 
61 36 12 6 14 1 6 3 1 0 2 0 0 142 

43.0 25.4 8.5 4.2 9.9 0.7 4.2 2.1 0.7 0.0 1.4 0.0 0.0 100.0 

4 年次以上 
50 19 8 7 12 4 6 4 1 0 0 4 0 115 

43.5 16.5 7.0 6.1 10.4 3.5 5.2 3.5 0.9 0.0 0.0 3.5 0.0 100.0 

２
位 

全体 
127 154 105 80 41 42 34 45 11 15 8 2 18 682 

18.6 22.6 15.4 11.7 6.0 6.2 5.0 6.6 1.6 2.2 1.2 0.3 2.6 100.0 

1 年次 
56 69 39 35 14 22 14 11 4 3 3 0 10 280 

20.0 24.6 13.9 12.5 5.0 7.9 5.0 3.9 1.4 1.1 1.1 0.0 3.6 100.0 

2 年次 
29 29 30 17 5 9 7 5 3 5 0 0 6 145 

20.0 20.0 20.7 11.7 3.4 6.2 4.8 3.4 2.1 3.4 0.0 0.0 4.1 100.0 

3 年次 
21 26 21 18 15 7 7 17 3 3 2 0 2 142 

14.8 18.3 14.8 12.7 10.6 4.9 4.9 12.0 2.1 2.1 1.4 0.0 1.4 100.0 

4 年次以上 
21 30 15 10 7 4 6 12 1 4 3 2 0 115 

18.3 26.1 13.0 8.7 6.1 3.5 5.2 10.4 0.9 3.5 2.6 1.7 0.0 100.0 

３
位 

全体 
60 115 85 72 47 79 62 43 38 26 18 2 35 682 

8.8 16.9 12.5 10.6 6.9 11.6 9.1 6.3 5.6 3.8 2.6 0.3 5.1 100.0 

1 年次 
18 54 29 30 18 37 23 19 20 10 7 0 15 280 

6.4 19.3 10.4 10.7 6.4 13.2 8.2 6.8 7.1 3.6 2.5 0.0 5.4 100.0 

2 年次 
17 24 19 14 9 14 18 7 5 4 5 0 9 145 

11.7 16.6 13.1 9.7 6.2 9.7 12.4 4.8 3.4 2.8 3.4 0.0 6.2 100.0 

3 年次 
18 20 20 13 9 16 11 4 9 8 4 1 9 142 

12.7 14.1 14.1 9.2 6.3 11.3 7.7 2.8 6.3 5.6 2.8 0.7 6.3 100.0 

4 年次以上 
7 17 17 15 11 12 10 13 4 4 2 1 2 115 

6.1 14.8 14.8 13.0 9.6 10.4 8.7 11.3 3.5 3.5 1.7 0.9 1.7 100.0 

合
計 

全体 
517 393 229 207 158 132 118 103 51 44 32 9 53 682 

75.8 57.6 33.6 30.4 23.2 19.4 17.3 15.1 7.5 6.5 4.7 1.3 - 100.0 

1 年次 
226 162 77 90 64 65 46 34 24 13 13 1 25 280 

80.7 57.9 27.5 32.1 22.9 23.2 16.4 12.1 8.6 4.6 4.6 0.4 - 100.0 

2 年次 
113 83 59 48 26 23 26 16 8 12 6 0 15 145 

77.9 57.2 40.7 33.1 17.9 15.9 17.9 11.0 5.5 8.3 4.1 0.0 - 100.0 

3 年次 
100 82 53 37 38 24 24 24 13 11 8 1 11 142 

70.4 57.7 37.3 26.1 26.8 16.9 16.9 16.9 9.2 7.7 5.6 0.7 - 100.0 

4 年次以上 
78 66 40 32 30 20 22 29 6 8 5 7 2 115 

67.8 57.4 34.8 27.8 26.1 17.4 19.1 25.2 5.2 7.0 4.3 6.1 - 100.0 
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(3)大学在学中の予備試験の受験予定 

大学在学中の予備試験の受験予定は，「受験するつもりである（受験したことがある）」が 40.7%，「現時点では決めて

いない」が 39.6%でいずれも 4 割前後となっている。「受験するつもりはない」は 19.7%となっている。 

 

【令和元年度】  

 
【平成 30 年度】  

 
【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

受験するつもりである 

（受験したことがある） 
受験するつもりはない 

現時点では 

決めていない 
回答者数 

令和元年度 
616 299 600 1,515 
40.7 19.7 39.6 100.0 

平成 30 年度 
727 353 671 1,751 
41.5 20.2 38.3 100.0 

平成 29 年度 
904 420 888 2,212 

40.9 19.0 40.1 100.0 

 

  

受験するつもりであ

る（受験したことがあ

る）

40.7%

受験する

つもりはない

19.7%

現時点では

決めていな

い

39.6%

n=1,515

受験するつもりであ

る（受験したことがあ

る）

41.5%

受験する

つもりはない

20.2%

現時点では

決めていな

い

38.3%

n=1,751

受験する

つもりである

（受験したことがあ

る）

40.9%

受験する

つもりはない

19.0%

現時点では

決めていない

40.1%

n=2,212
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（参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 (上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

受験するつもりである 

（受験したことがある） 
受験するつもりはない 

現時点では 

決めていない 
回答者数 

1 年次 
246 132 430 808 

30.4 16.3 53.2 100.0 

2 年次 
159 71 105 335 

47.5 21.2 31.3 100.0 

3 年次 
113 47 43 203 

55.7 23.2 21.2 100.0 

4 年次以上 
98 49 22 169 

58.0 29.0 13.0 100.0 

全 体 
616 299 600 1,515 

40.7 19.7 39.6 100.0 

 

  

受験するつ

もりである

（受験した

ことがある）

30.4%

受験するつ

もりはない

16.3%

現時点では

決めて

いない

53.2%

1年次

n=808

受験する

つもりである

（受験した

ことがある）

47.5%受験する

つもりはない

21.2%

現時点では

決めて

いない

31.3%

2年次

n=335

受験する

つもりである

（受験した

ことがある）

58.0%

受験する

つもりはない

29.0%

現時点では

決めて

いない

13.0%

4年次以上

n=169

受験する

つもりである

（受験した

ことがある）

55.7%

受験するつ

もりはない

23.2%

現時点では

決めて

いない

21.2%

3年次

n=203
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(4)法科大学院への進学予定と大学在学中の予備試験の受験予定の関係 

法科大学院への進学と大学在学中の予備試験の受験予定との関係については，「法科大学院に進学する予定及び

予備試験を受験する予定のいずれもある」が 22.1%となっている。また，「法科大学院に進学する予定はあるが，予備試

験を受験する予定はない」が 10.2%，「予備試験を受験する予定はあるが，法科大学院に進学する予定はない」が 8.3%と

なっている。 
 

【令和元年度】      【平成 30 年度】 

 
【平成 29 年度】 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

  
回答数 

法科大学院への進学予定 

進学する 

つもりである 

進学する 

つもりはない 

現時点では 

決めていない 

在

学

中

の

予

備

試

験

受

験

予

定 

令

和

元

年

度 

受験するつもりである 
（受験したことがある） 

616 335 126 155 
40.7 22.1 8.3 10.2 

受験するつもりはない 
299 154 67 78 
19.7 10.2 4.4 5.1 

現時点では決めていない 
600 193 55 352 
39.6 12.7 3.6 23.2 

全体 
1,515 682 248 585 
100.0 45.0 16.4 38.6 

平

成

３

０

年

度 

受験するつもりである 
（受験したことがある） 

727 364 139 224 
41.5 20.8 7.9 12.8 

受験するつもりはない 
353 166 82 105 
20.2 9.5 4.7 6.0 

現時点では決めていない 
671 175 64 432 
38.3 10.0 3.7 24.7 

全体 
1,751 705 285 761 
100.0 40.3 16.3 43.5 

平

成

２

９

年

度 

受験するつもりである 
（受験したことがある） 

904 480 186 238 
40.9 21.7 8.4 10.8 

受験するつもりはない 
420 188 119 113 
19.0 8.5 5.4 5.1 

現時点では決めていない 
888 219 93 576 
40.1 9.9 4.2 26.0 

全体 
2,212 887 398 927 
100.0 40.1 18.0 41.9 

法科大学院進

学予定・

予備試験受験

予定

22.1%

法科大学院進

学未定・

予備試験受験

予定

10.2%

法科大学院進

学予定・予備

試験受験未定

12.7%

法科大学院進

学予定・

予備試験受験

予定なし

10.2%

法科大学院進

学予定なし・

予備試験受験

予定

8.3%

その他

36.4%

n=1,515

法科大学院進

学予定・予備

試験受験予定

21.7%
法科大学院進

学未定・

予備試験受験

予定

10.8%

法科大学院進

学予定・予備

試験受験未定

9.9%
法科大学院進

学予定・予備

試験受験予定

なし

8.5%

法科大学院進

学予定なし・予

備試験受験予

定

8.4%

その他

40.7%

n=2,212

法科大学院進

学予定・

予備試験受験

予定

20.8%

法科大学院進

学未定・

予備試験受験

予定

12.8%

法科大学院進

学予定・予備

試験受験未定

10.0%
法科大学院進

学予定・予備

試験受験予定

なし

9.5%

法科大学院進

学予定なし・予

備試験受験予

定

7.9%

その他

39.0%

n=1,751
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(5)大学在学中の予備試験の受験理由（上位 3 つまで選択/大学在学中に予備試験を受験する予定がある学
生） 

大学在学中に予備試験を受験する予定がある学生の受験理由については，「少しでも早く法曹資格を取得し，実務に

就きたいから」が 60.2%で最も高く，「経済的に法科大学院に進学することは不可能ではないが，経済的負担を少しでも軽

減したいから」が 47.9%で続く。 
上段・令和元年度／中段・平成 30 年度／下段・平成 29 年度 

① 
少しでも早く法曹資格を取得し，実務に就きたい
から   

② 
経済的に法科大学院に進学することは不可能で
はないが，経済的負担を少しでも軽減したいから   

③ 
予備試験に合格しておいた方が就職等の面で有
利であると考えているから   

④ 
自分に適性があるか見極めたり，実力を試した
り，法律の知識を身に付けるのに役立つと考えて
いるから  

 

⑤ 
仮に合格できなくても，より良い法科大学院に進
学するための力を付けるのに役立つと考えている
から  

 

⑥ 
司法試験に合格するためには，法科大学院で学
ぶよりも，予備試験対策を行う方が効率的である
と考えているから  

 

⑦ 
法科大学院で学んだとしても，司法試験に合格で
きるか不安があるから   

⑧ 
法曹等になるためには，必ずしも法科大学院で学
ぶ必要はないと考えているから   

⑨ 
経済的余裕がなく法科大学院に進学できないか
ら   

⑩ 
周りの友人や先輩等が予備試験を受験している
（いた）から   

⑪ その他   

 
上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ - 

回答者数 

少しでも早

く法曹資格

を取得し，

実 務 に 就

きたいから  

経 済 的 に

法 科 大 学

院 に 進 学

することは

不 可 能 で

はないが，

経 済 的 負

担を少しで

も軽減した

いから  

予 備 試 験

に合格して

お い た 方

が 就 職 等

の 面 で 有

利であると

考えている

から  

自 分 に 適

性 が あ る

か 見 極 め

たり，実力

を 試 し た

り，法律の

知 識 を 身

に 付 け る

の に 役 立

つと考えて

いるから  

仮 に 合 格

できなくて

も，より良

い 法 科 大

学 院 に 進

学 す る た

め の 力 を

付 け る の

に 役 立 つ

と考えてい

るから  

司 法 試 験

に 合 格 す

る た め に

は ， 法 科

大 学 院 で

学 ぶ よ り

も，予備試

験 対 策 を

行 う 方 が

効 率 的 で

あると考え

ているから  

法 科 大 学

院 で 学 ん

だ と し て

も，司法試

験 に 合 格

できるか不

安 が あ る

から  

法 曹 等 に

なるために

は，必ずし

も 法 科 大

学 院 で 学

ぶ 必 要 は

ないと考え

ているから  

経 済 的 余

裕がなく法

科 大 学 院

に 進 学 で

きないから  

周 り の 友

人 や 先 輩

等 が 予 備

試 験 を 受

験している

（ い た ） か

ら  

その他 選択なし 

１
位 

令和元年度 
200 149 43 80 26 30 19 18 49 1 1 0 616 
32.5 24.2 7.0 13.0 4.2 4.9 3.1 2.9 8.0 0.2 0.2 - 100.0 

平成 30 年度 
210 185 36 63 34 60 12 41 76 6 4 0 727 
28.9 25.4 5.0 8.7 4.7 8.3 1.7 5.6 10.5 0.8 0.6 - 100.0 

平成 29 年度 
159 151 146 119 97 74 38 37 61 14 8 0 904 
17.6 16.7 16.2 13.2 10.7 8.2 4.2 4.1 6.7 1.5 0.9 - 100.0 

２
位 

令和元年度 
110 94 91 53 67 54 47 46 8 15 1 30 616 
17.9 15.3 14.8 8.6 10.9 8.8 7.6 7.5 1.3 2.4 0.2 4.9 100.0 

平成 30 年度 
147 113 80 60 87 82 40 59 18 12 2 27 727 
20.2 15.5 11.0 8.3 12.0 11.3 5.5 8.1 2.5 1.7 0.3 3.7 100.0 

平成 29 年度 
197 135 96 92 79 94 50 77 18 18 3 45 904 
21.8 14.9 10.6 10.2 8.7 10.4 5.5 8.5 2.0 2.0 0.3 5.0 100.0 

３
位 

令和元年度 
61 52 95 60 94 67 50 33 9 43 4 48 616 
9.9 8.4 15.4 9.7 15.3 10.9 8.1 5.4 1.5 7.0 0.6 7.8 100.0 

平成 30 年度 
58 62 121 82 114 66 61 43 11 36 3 70 727 
8.0 8.5 16.6 11.3 15.7 9.1 8.4 5.9 1.5 5.0 0.4 9.6 100.0 

平成 29 年度 
171 184 60 47 74 66 41 64 44 26 6 121 904 
18.9 20.4 6.6 5.2 8.2 7.3 4.5 7.1 4.9 2.9 0.7 13.4 100.0 

合 

計 

令和元年度 
371 295 229 193 187 151 116 97 66 59 6 78 616 
60.2 47.9 37.2 31.3 30.4 24.5 18.8 15.7 10.7 9.6 1.0 - 100.0 

平成 30 年度 
415 360 237 205 235 208 113 143 105 54 9 97 727 
57.1 49.5 32.6 28.2 32.3 28.6 15.5 19.7 14.4 7.4 1.2 - 100.0 

平成 29 年度 
527 470 302 258 250 234 129 178 123 58 17 166 904 
58.3 52.0 33.4 28.5 27.7 25.9 14.3 19.7 13.6 6.4 1.9 - 100.0 

60.2%
57.1%
58.3%

47.9%
49.5%

52.0%

37.2%
32.6%
33.4%

31.3%
28.2%
28.5%

30.4%
32.3%

27.7%

24.5%
28.6%

25.9%

18.8%
15.5%

14.3%

15.7%
19.7%
19.7%

10.7%
14.4%

13.6%

9.6%
7.4%

6.4%

1.0%
1.2%
1.9%

0% 25% 50% 75%

1位 2位 3位
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（参考）学年別内訳【横棒グラフ/1 位～3 位の合計】 

 

 

  

① 
少しでも早く法曹資格を取得し，実務に就き

たいから  

 

② 
経済的に法科大学院に進学することは不可

能ではないが，経済的負担を少しでも軽減

したいから  

 

③ 
予備試験に合格しておいた方が就職等の面

で有利であると考えているから  

 

④ 
自分に適性があるか見極めたり，実力を試

したり，法律の知識を身に付けるのに役立

つと考えているから  

 

⑤ 
仮に合格できなくても，より良い法科大学院

に進学するための力を付けるのに役立つと

考えているから  

 

⑥ 
司法試験に合格するためには，法科大学院

で学ぶよりも，予備試験対策を行う方が効

率的であると考えているから  

 

⑦ 
法科大学院で学んだとしても，司法試験に

合格できるか不安があるから  

 

⑧ 
法曹等になるためには，必ずしも法科大学

院で学ぶ必要はないと考えているから  

 

⑨ 
経済的余裕がなく法科大学院に進学できな

いから  

 

⑩ 
周りの友人や先輩等が予備試験を受験して

いる（いた）から  

 

⑪ その他  

 

58.9%

51.6%

30.9%

30.1%

29.7%

26.4%

22.4%

15.9%

14.2%

7.7%

0.8%

62.9%

50.9%

37.1%

23.9%

30.8%

25.2%

20.8%

15.1%

9.4%

8.8%

1.3%

61.9%

47.8%

36.3%

37.2%

33.6%

21.2%

14.2%

17.7%

6.2%

8.8%

0.0%

57.1%

33.7%

54.1%

39.8%

27.6%

22.4%

12.2%

14.3%

9.2%

16.3%

2.0%

0% 25% 50% 75%

1年次(n=246)

2年次(n=159)

3年次(n=113)

4年次以上(n=98)
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（参考）学年別内訳【表】 

上段・実数／下段・割合(%) 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ - 

回答者数 

少しでも早

く 法 曹 資

格 を 取 得

し，実務に

就 き た い

から  

経 済 的 に

法 科 大 学

院 に 進 学

することは

不 可 能 で

はないが，

経 済 的 負

担を少しで

も軽減した

いから  

予 備 試 験

に 合 格 し

て お い た

方 が 就 職

等 の 面 で

有 利 で あ

ると考えて

いるから  

自 分 に 適

性 が あ る

か 見 極 め

たり，実力

を 試 し た

り，法律の

知 識 を 身

に 付 け る

の に 役 立

つと考えて

いるから  

仮 に 合 格

できなくて

も，より良

い 法 科 大

学 院 に 進

学 す る た

め の 力 を

付 け る の

に 役 立 つ

と考えてい

るから  

司 法 試 験

に 合 格 す

る た め に

は ， 法 科

大 学 院 で

学 ぶ よ り

も，予備試

験 対 策 を

行 う 方 が

効 率 的 で

あると考え

ているから  

法 科 大 学

院 で 学 ん

だ と し て

も，司法試

験 に 合 格

で き る か

不 安 が あ

るから  

法 曹 等 に

な る た め

に は ， 必

ず し も 法

科 大 学 院

で 学 ぶ 必

要 は な い

と考えてい

るから  

経 済 的 余

裕がなく法

科 大 学 院

に 進 学 で

きないから  

周 り の 友

人 や 先 輩

等 が 予 備

試 験 を 受

験している

（ い た ） か

ら  

その他  選択なし 

１
位 

全体 
200 149 43 80 26 30 19 18 49 1 1 0 616 

32.5 24.2 7.0 13.0 4.2 4.9 3.1 2.9 8.0 0.2 0.2 - 100.0 

1 年次 
81 54 15 30 10 13 10 7 25 0 1 0 246 

32.9 22.0 6.1 12.2 4.1 5.3 4.1 2.8 10.2 0.0 0.4 - 100.0 

2 年次 
56 50 8 12 5 8 4 4 12 0 0 0 159 

35.2 31.4 5.0 7.5 3.1 5.0 2.5 2.5 7.5 0.0 0.0 - 100.0 

3 年次 
38 27 7 21 6 3 1 4 5 1 0 0 113 

33.6 23.9 6.2 18.6 5.3 2.7 0.9 3.5 4.4 0.9 0.0 - 100.0 

4 年次以上 
25 18 13 17 5 6 4 3 7 0 0 0 98 

25.5 18.4 13.3 17.3 5.1 6.1 4.1 3.1 7.1 0.0 0.0 - 100.0 

２
位 

全体 
110 94 91 53 67 54 47 46 8 15 1 30 616 

17.9 15.3 14.8 8.6 10.9 8.8 7.6 7.5 1.3 2.4 0.2 4.9 100.0 

1 年次 
38 48 33 15 26 24 26 19 4 2 0 11 246 

15.4 19.5 13.4 6.1 10.6 9.8 10.6 7.7 1.6 0.8 0.0 4.5 100.0 

2 年次 
33 21 20 16 14 14 13 11 2 6 1 8 159 

20.8 13.2 12.6 10.1 8.8 8.8 8.2 6.9 1.3 3.8 0.6 5.0 100.0 

3 年次 
18 18 15 10 18 9 3 12 1 2 0 7 113 

15.9 15.9 13.3 8.8 15.9 8.0 2.7 10.6 0.9 1.8 0.0 6.2 100.0 

4 年次以上 
21 7 23 12 9 7 5 4 1 5 0 4 98 

21.4 7.1 23.5 12.2 9.2 7.1 5.1 4.1 1.0 5.1 0.0 4.1 100.0 

３
位 

全体 
61 52 95 60 94 67 50 33 9 43 4 48 616 

9.9 8.4 15.4 9.7 15.3 10.9 8.1 5.4 1.5 7.0 0.6 7.8 100.0 

1 年次 
26 25 28 29 37 28 19 13 6 17 1 17 246 

10.6 10.2 11.4 11.8 15.0 11.4 7.7 5.3 2.4 6.9 0.4 6.9 100.0 

2 年次 
11 10 31 10 30 18 16 9 1 8 1 14 159 

6.9 6.3 19.5 6.3 18.9 11.3 10.1 5.7 0.6 5.0 0.6 8.8 100.0 

3 年次 
14 9 19 11 14 12 12 4 1 7 0 10 113 

12.4 8.0 16.8 9.7 12.4 10.6 10.6 3.5 0.9 6.2 0.0 8.8 100.0 

4 年次以上 
10 8 17 10 13 9 3 7 1 11 2 7 98 

10.2 8.2 17.3 10.2 13.3 9.2 3.1 7.1 1.0 11.2 2.0 7.1 100.0 

合
計 

全体 
371 295 229 193 187 151 116 97 66 59 6 78 616 

60.2 47.9 37.2 31.3 30.4 24.5 18.8 15.7 10.7 9.6 1.0 - 100.0 

1 年次 
145 127 76 74 73 65 55 39 35 19 2 28 246 

58.9 51.6 30.9 30.1 29.7 26.4 22.4 15.9 14.2 7.7 0.8 - 100.0 

2 年次 
100 81 59 38 49 40 33 24 15 14 2 22 159 

62.9 50.9 37.1 23.9 30.8 25.2 20.8 15.1 9.4 8.8 1.3 - 100.0 

3 年次 
70 54 41 42 38 24 16 20 7 10 0 17 113 

61.9 47.8 36.3 37.2 33.6 21.2 14.2 17.7 6.2 8.8 0.0 - 100.0 

4 年次以上 
56 33 53 39 27 22 12 14 9 16 2 11 98 

57.1 33.7 54.1 39.8 27.6 22.4 12.2 14.3 9.2 16.3 2.0 - 100.0 
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(6)大学在学中に予備試験に合格した場合の法科大学院への進学（大学在学中に予備試験を受験する予定があ
る学生） 

大学在学中に予備試験を受験する予定がある学生が大学在学中に予備試験に合格した場合の法科大学院への進

学については，「進学しないつもりである」，「どちらかと言うと進学する可能性は低い」を合わせた予備試験に合格した

場合に法科大学院に進学しない可能性がある学生は 6 割となっている。なお，「進学するつもりである」及び「どちらかと

言うと進学する可能性が高い」の合計割合は平成 29 年度から毎年上昇し，「進学しないつもりである」及び「どちらかと

言うと進学する可能性は低い」の合計割合は平成 29 年度から毎年減少している。 
 
 【令和元年度】 

 
【平成 30 年度】 

 
 【平成 29 年度】 

 
 

(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 
進学するつもりで
ある 

どちらかと言うと
進学する可能性
が高い 

どちらかと言うと
進学する可能性
は低い 

進学しないつもり
である 

現 時 点 で は よ く 
分からない 

回答者数 

令和元年度 
104 107 135 235 35 616 

16.9 17.4 21.9 38.1 5.7 100.0 

平成 30 年度 
108 108 189 283 39 727 

14.9 14.9 26.0 38.9 5.4 100.0 

平成 29 年度 
124 130 204 385 61 904 

13.7 14.4 22.6 42.6 6.7 100.0 

進学する

つもりである

16.9%

どちらかと言うと

進学する可能性が高い

17.4%

どちらかと言うと

進学する可能性は低い

21.9%

進学しない

つもりである

38.1%

現時点では

よく分からない

5.7%

n=616

進学する

つもりである

14.9%

どちらかと言うと

進学する可能性が高い

14.9%

どちらかと言うと

進学する可能性は低い

26.0%

進学しない

つもりである

38.9%

現時点では

よく分からない

5.4%

n=727

進学する

つもりである

13.7%

どちらかと言うと

進学する可能性が高い

14.4%

どちらかと言うと

進学する可能性は低い

22.6%

進学しない

つもりである

42.6%

現時点では

よく分からない

6.7%

n=904
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（参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 
進学するつもりで

ある 

どちらかと言うと

進学する可能性

が高い 

どちらかと言うと

進学する可能性

は低い 

進学しないつもり

である 

現 時 点 で は よ く 

分からない 
回答者数 

1 年次 
24 45 77 87 13 246 

9.8 18.3 31.3 35.4 5.3 100.0 

2 年次 
14 32 36 64 13 159 

8.8 20.1 22.6 40.3 8.2 100.0 

3 年次 
31 22 13 43 4 113 

27.4 19.5 11.5 38.1 3.5 100.0 

4 年次以上 
35 8 9 41 5 98 

35.7 8.2 9.2 41.8 5.1 100.0 

全 体 
104 107 135 235 35 616 

16.9 17.4 21.9 38.1 5.7 100.0 

 

  

進学する

つもりである

9.8%

どちらか

と言うと

進学する

可能性が高い

18.3%

どちらか

と言うと

進学する

可能性は低い

31.3%

進学しない

つもりである

35.4%

現時点では

よく分からない

5.3%

1年次

n=246

進学する

つもりである

8.8%

どちらか

と言うと

進学する

可能性が高い

20.1%

どちらか

と言うと

進学する

可能性は低い

22.6%

進学しない

つもりである

40.3%

現時点では

よく分からない

8.2%

2年次

n=159

進学する

つもりである

35.7%

どちらか

と言うと

進学する

可能性が高い

8.2%どちらか

と言うと

進学する

可能性は低い

9.2%

進学しない

つもりである

41.8%

現時点では

よく分からない

5.1%

4年次以上

n=98

進学する

つもりである

27.4%

どちらか

と言うと

進学する

可能性が高い

19.5%

どちらか

と言うと

進学する

可能性は低い

11.5%

進学しない

つもりである

38.1%

現時点では

よく分からない

3.5%

3年次

n=113
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(7)大学 4 年次までに予備試験に合格しなかった場合の進路（大学在学中に予備試験を受験する予定がある学
生） 

大学在学中に予備試験を受験する予定がある学生が大学 4 年次までに予備試験に合格しなかった場合の進路につ

いては，「学部を卒業して，すぐに法科大学院に進学する」が 74.4%となっており，平成 29 年度から毎年割合が上昇して

いる。 
 

【令和元年度】 

 

【平成 30 年度】 

 

【平成 29 年度】 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

学部を卒業して，すぐ
に法科大学院に進学
する 

すぐに法科大学院に
は進学せず，学部を卒
業又は留年して予備
試験を受験し，その結
果を踏まえてその後の
進路を検討する 

法科大学院には進学
せず，予備試験に合
格するまで受験を継続
する 

法曹等への道を諦め，
進路変更（国家公務
員，民間企業等）する 

現時点ではよく分から
ない 

回答者数 

令和元年度 
458 31 25 43 59 616 
74.4 5.0 4.1 7.0 9.6 100.0 

平成 30 年度 
510 35 20 63 99 727 
70.2 4.8 2.8 8.7 13.6 100.0 

平成 29 年度 
621 48 42 80 113 904 
68.7 5.3 4.6 8.8 12.5 100.0 

学部を卒業して，すぐに法科大

学院に進学する

74.4%

すぐに法科大学院には進学せ

ず，学部を卒業又は留年して予

備試験を受験し，その結果を踏

まえてその後の進路を検討する

5.0%

法科大学院には進学せず，

予備試験に合格するまで

受験を継続する

4.1%

法曹等への道を諦め，進路変

更（国家公務員，民間企業等）

する

7.0%

現時点ではよく分からない

9.6%

n=616

学部を卒業して，すぐに法科大

学院に進学する

70.2%すぐに法科大学院には進学せ

ず，学部を卒業又は留年して予

備試験を受験し，その結果を踏

まえてその後の進路を検討する

4.8%

法科大学院には進学せず，

予備試験に合格するまで

受験を継続する

2.8%

法曹等への道を諦め，進路変

更（国家公務員，民間企業等）

する

8.7%

現時点ではよく分からない

13.6%

n=727

学部を卒業して，すぐに法科大

学院に進学する

68.7%

すぐに法科大学院には進学せ

ず，学部を卒業又は留年して予

備試験を受験し，その結果を踏

まえてその後の進路を検討する

5.3%

法科大学院には進学せず，

予備試験に合格するまで

受験を継続する

4.6%

法曹等への道を諦め，進路変

更（国家公務員，民間企業等）

する

8.8%

現時点ではよく分からない

12.5%

n=904
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 （参考）学年別内訳【円グラフ・表】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(上段：回答数・人/下段：割合・%) 

 

学部を卒業して，すぐ
に法科大学院に進学
する 

すぐに法科大学院に
は進学せず，学部を卒
業又は留年して予備
試験を受験し，その結
果を踏まえてその後の
進路を検討する 

法科大学院には進学
せず，予備試験に合
格するまで受験を継続
する 

法曹等への道を諦め，
進路変更（国家公務
員，民間企業等）する 

現時点ではよく分から
ない 

回答者数 

1 年次 
169 8 7 27 35 246 
68.7 3.3 2.8 11.0 14.2 100.0 

2 年次 
119 9 6 7 18 159 
74.8 5.7 3.8 4.4 11.3 100.0 

3 年次 
92 8 3 7 3 113 

81.4 7.1 2.7 6.2 2.7 100.0 

4 年次以上 
78 6 9 2 3 98 

79.6 6.1 9.2 2.0 3.1 100.0 

全 体 
458 31 25 43 59 616 
74.4 5.0 4.1 7.0 9.6 100.0 

 

 

学部を卒業し

て，すぐに法科

大学院に進学す

る

68.7%

すぐに法科大学

院には進学せ

ず，学部を卒業

又は留年して予

備試験を受験

し，その結果を

踏まえてその後

の進路を検討す

る

3.3%

法科大学院には

進学せず，予備

試験に合格する

まで受験を継続

する

2.8%

法曹等への道を

諦め，進路変更

（国家公務員，民

間企業等）する

11.0%

現時点ではよく

分からない

14.2%

1年次

n=246

学部を卒業し

て，すぐに法科

大学院に進学す

る

74.8%

すぐに法科大学

院には進学せ

ず，学部を卒業

又は留年して予

備試験を受験し，

その結果を踏ま

えてその後の進

路を検討

する

5.7%

法科大学院には

進学せず，予備

試験に合格する

まで受験を継続

する

3.8%

法曹等への道を

諦め，進路変更

（国家公務員，民

間企業等）する

4.4%

現時点ではよく

分からない

11.3%

2年次

n=159

学部を卒業し

て，すぐに法科

大学院に進学す

る

79.6%

すぐに法科大学

院には進学せ

ず，学部を卒業

又は留年して予

備試験を受験し，

その結果を踏ま

えてその後の進

路を検討

する

6.1%

法科大学院には

進学せず，予備

試験に合格する

まで受験を継続

する

9.2%

法曹等への道を

諦め，進路変更

（国家公務員，民

間企業等）する

2.0%

現時点ではよく

分からない

3.1%

4年次以上

n=98

学部を卒業し

て，すぐに法科

大学院に進学す

る

81.4%

すぐに法科大学

院には進学せ

ず，学部を卒業

又は留年して予

備試験を受験し，

その結果を踏ま

えてその後の進

路を検討

する

7.1%

法科大学院には

進学せず，予備

試験に合格する

まで受験を継続

する

2.7%

法曹等への道を

諦め，進路変更

（国家公務員，民

間企業等）する

6.2%

現時点ではよく

分からない

2.7%

3年次

n=113
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参 考 資 料 （ 調 査 票 ）  
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